
  

 

令和５、６年度  

  研究授業   

実践事例集 
亀岡市立南つつじケ丘小学校 

 

 

 

 

積極的に自分の意見をもち、伝え合う児童の育成 

～人間関係を築き、よりよい学級・学校を目指す特別活動～ 



1 

 

目次 

1. 令和５年度３年生 研究授業「気合いの入る かけ声をかんがえよう」 ........ 2 

参観の視点 授業の特色 事後研究会 ........................................................................................ 2 

指導案 ........................................................................................................................................... 3 

2. 令和５年度つくし 研究授業「お楽しみ会の相談をしよう」 ........................... 7 

参観の視点 授業の特色 事後研究会 ........................................................................................ 7 

指導案 ........................................................................................................................................... 8 

3. 令和５年度２年生 研究授業「１年生と仲良く遊ぼう」 ................................ 11 

参観の視点 授業の特色 事後研究会 ...................................................................................... 11 

指導案 ......................................................................................................................................... 12 

4. 令和５年度６年生 研究授業「南っ子タイムの１回目の遊びを考えよう」 ... 16 

参観の視点 授業の特色 事後研究会 ...................................................................................... 16 

指導案 ......................................................................................................................................... 17 

5. 令和５年度４年生 研究授業                           
「４年１組のみんながもっと仲良くなれる取り組みを考えよう」 ......... 21 

参観の視点 授業の特色 事後研究会 ...................................................................................... 21 

指導案 ......................................................................................................................................... 22 

6. 令和５年度５年生 研究授業「雨の日の休み時間を楽しく過ごそう」 .......... 26 

参観の視点 授業の特色 事後研究会 ...................................................................................... 26 

指導案 ......................................................................................................................................... 27 

7. 令和５年度１年生 研究授業                     
「６年生へありがとうを伝える方法を考えよう」 ...................................... 31 

参観の視点 授業の特色 事後研究会 ...................................................................................... 31 

指導案 ......................................................................................................................................... 32 

8. 令和５年度による学級会活動（１）の型 .......................................................... 36 

9. 令和６年度６年生 研究授業「１年生と絆を深める取り組みを考えよう」 ... 37 

参観の視点 授業の特色 事後研究会 ...................................................................................... 37 

指導案 ......................................................................................................................................... 38 

10. 令和６年度つくし 研究授業「お楽しみ会の相談をしよう」 ......................... 42 

参観の視点 授業の特色 事後研究会 ...................................................................................... 42 

指導案 ......................................................................................................................................... 43 

11. 令和６年度３年生研究授業「光りかがやけ！学習発表会」 ............................. 48 

参観の視点 授業の特色 事後研究会 ...................................................................................... 48 

指導案 ......................................................................................................................................... 49 

12. 活用資料 .............................................................................................................. 53 

13. 研究同人 .............................................................................................................. 56 

 

 

  



2 

 

1. 令和５年度３年生 研究授業     

 「気合いの入る かけ声をかんがえよう」 

参観の視点 授業の特色 事後研究会 

３年 議題「気合いの入る かけ声を考えよう」 

●参観の視点 授業の特色 

 

 

 

 

 

 

 

●事後研究会 

○出し合うの型 

 

 

 

 

 

○「出し合う」の意見共有の仕方 

 

 

形式 メリット デメリット 
ロイロノート すぐに共有できる 

全員の意見を把握できる 
発表する機会が減る 

短冊 比べるのときに動かして比較検討
しやすい 

時間がかかる 
声に出さなくても伝わってしまう 

発表 発言する機会となる 板書の時間がかかる 
埋もれている意見をひろいにくい 

事前に意見をもっておく！ 

 

○メリット 
・全員が意見をもって話合いにのぞめる 

 
・「出し合う」の意見が増える 
→「出し合う」の意見があってこそ比較できる 
 
・議題、提案理由、めあてなどを前もって意識
でき、共通の土台にのせることができる 

 

学級会の流れをつかむ 
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指導案 

学級活動（１） 学習指導案 

 

1. 対象 第３学年 ２４名 

2. 日時 令和５年 ５月１５日 月曜日 第２校時 

3. 場所 教室 

4. 題材 「気合いの入る かけ声を考えよう」 

    ウ 学校における多様な集団の生活の向上 

5. 題材について 

(1) 児童の実態 

 本学級の児童は、活発に意見を出すことができる児童が多い。第２学年は、学級会の

意義を学んだり、たくさんの意見を発表したりする活動を行ってきた。「クラス遊びを決

めよう」「いい掃除の仕方を考えよう」などについて学級会で話合いを行ってきた。進め

るにあたって、司会や黒板書記も補助を入れながら経験してきた。しかし、自分の思い

に自信が無く、全体の場で自分の思いを伝えることに抵抗がある児童もいる。小グルー

プで自分の思いを伝えることで、全体の場での発言につながるようにしたい。 

人の話を聞くことに対しては、課題が大きい。一斉指導では、作業に取りかかったり、

行動したりすることが難しい。また、クラスの一員としての思いが弱い。そこで、台風

の目を行う前のかけ声を決めることで、一体感をもちながら取り組めるようにしたい。 

 体育については、とてもやる気がある。また、走ったり動いたりする活動が好きであ

る。しかし、勝負事へのこだわりから、自分の思いを通そうとすることも多い。そこで

運動会に向け、気合いが入ったり、互いを思い合ったりしながら勝負へ臨み、団体競技

の楽しさや協力することの心地よさを味わえるようにしたい。 

 

(2) 題材設定の理由 

学習指導要領の学校行事の（３）健康安全・体育的行事の（オ）には、「各種目の競技

会などの実施に当たっては、いたずらに勝負にこだわることなく、また、一部の児童の

活動にならないように配慮する必要がある」と明記されている。 

新型コロナウィルス感染症対策のため、児童が密集する運動や近距離で組み合ったり

接触したりする運動は避けて体育の授業は実施してきた。令和５年度の運動会では、３

年生になって初めての大きな舞台で団体競技を行う。学級経営を行うにあたって、団体

競技は心を１つにする機会であると考える。 

第３学年は、中学年になって、周りへの意識が育ち、集団形成ができ始める時期であ

る。ポジティブな発言が心や気持ちに与える影響を児童へ実感させながら、楽しい雰囲

気で競技に臨むために題材設定をした。運動会の団体競技を通して、集団への所属感や

連帯感を深め、協力してよりよい学校生活を築こうとする態度を育てたい。 

 

 

（個人情報保護のため省略） 
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6. 第３学年及び第４学年の評価規準 

よりよい生活を築くための 

知識・技能 

集団や社会の形成者として

の思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 

よりよくしようとする態度 

・ みんなで楽しい学級生

活をつくるために他者

と協働して取り組むこ

との意義を理解してい

る。意見の比べ方やまと

め方を理解し、活動の方

法を身に付けている。 

・ 楽しい学級生活をつく

るため に、問題を発見

し、解決方法に ついて

理由などを比べ合いな 

がら合意形成を図り、協

力し合 って実践してい

る。 

・ 楽しい学級生活をつく

るため に、見通しをも

ったり振り返ったりし

ながら、自己の考えを生 

かし、役割を果たして集

団活動 に取り組もうと

している。 

 

 

7. 事前活動 

日時 児童の活動 指導上の留意点 
評価規準 

【観点】（評価方法） 

5月 9日 

体育 

台風の目のルール

を確認する。 

一人一人の協力があって、

競技の楽しさをつかめるよ

うにする。 

競技中に、友達への声掛け

の仕方を考えながら取り

組もうとしている。 

【主体的態度】（観察） 

5月 10日 

終わりの

会 

競技前に心を一つ

になれる方法を考

える。 

勝ち負けにこだわりすぎ

ず、楽しく終われることが

できる方法について考えさ

せる。 

学級として盛り上がるこ

とができる方法について

考えている。 

【思考・判断・表現】（発言） 

5月 11日 

学活 

台風の目の作戦を

考える。 

作戦への分かりやすい声か

けの仕方を考えさせる。 

チームが勝つための作戦

について考えている。 

【思考・判断・表現】（発言・

ノート） 

5月 12日 

中間 

司会者と次の議題

について話し合

う。 
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8. 本時のねらい 

ベストタイムが出て、クラスの心を一つにするための掛け声の仕方を考えている。 

9. 本時の展開 

 
児童の活動 指導上の留意点 資料 

目指す児童の姿 

【評価方法】（観

点） 

導

入 

５

分 

1. 始めの挨拶 
2. 司会の紹介 
3. 議題・提案理由・

めあての提示 
 
 
 
4. 先生から 

・議題の設定として、勝
つためではなく、気持
ちを１つにするという
観点を明確に捉えさせ
る。 

ワークシー
ト 
掲示物 

 

展

開 

35 

分 

5. 話合い 
＜柱１＞ 
かけ声について考え
る。 

〇出し合う 
「ファイト！」「やる
ぞ」 
「勝つぞ」「気合い
だ！」 
 
 
〇比べる 
3人グループ→全体 
「この2つは似ている
と思う」「この意見が
いい。なぜなら・・・」 
○決まったことを基
に練習する 

 
 
6. 振り返り 

 
 
・できるだけたくさんの
種類を出せるようにす
る。 

・キーワードだけでも出
せるように考えさせ
る。 

 
 
 
・短絡的なかけ声になり
そうなときには、めあ
てに立ち返って考えさ
せる。 

 
・出だしの言葉を言う児
童は、声を出せる児童
を選び、作り上げた掛
け声の良さを味わうこ
とができるようにす
る。 

 ・提案理由を意識し
て、自分の意見と
友達の意見を比
べ、考えている。 
【発言・行動観
察】 

 （思考・判断・表
現） 

終

末 

５ 

分 

7. 終末助言 
 
8. 終わりの挨拶 

・児童の発言などから具
体的な態度や言動を挙
げて、良かったところ
や課題を問いかける。 
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10.  事後の活動 

日時 児童の活動 指導上の留意点 
評価規準 

【観点】（評価方法） 

5月 23日 

運動場 

台風の目の練習 友達への声かけがプラスに

なるようにさせる。 

競技中に、友達への声掛け

の仕方を考えながら取り

組もうとしている。 

【主体的態度】（観察） 

5月 27日 

運動会 

台風の目の本番  話し合ったことをもとに、

実践している。 

【知識・技能】（観察） 

 

11.  板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12.  座席表（省略） 

  

議
題 

 

気
合
い
の
入
る
声
か
け
を
決
め
よ
う 

提
案
理
由 

 

か
っ
て
も
ま
け
て
も
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
が

大
事
だ
か
ら 

め
あ
て 

ベ
ス
ト
タ
イ
ム
に
な
る
か
け
声
を
考
え
る
。 

決
ま
っ
て
い
る
こ
と 

・
三
つ
よ
り
少
な
く
す
る 

・
一
つ
一
つ
は
短
く
す
る 

出
し
合
う 

  

比
べ
る 

  

決
ま
っ
た
こ
と 

か
つ
ぞ
＝
！ 

フ
ァ
イ
ト
ー 

気
合
い
だ
ー 

と
べ
ー
！ 
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2. 令和５年度つくし 研究授業「お楽しみ会の相談をしよう」 

参観の視点 授業の特色 事後研究会 

つくし 議題「お楽しみ会の計画を立てよう」 

●参観の視点 授業の特色 

 

特色：グループ討議 

●事後研究会 

○題材設定 

 今回は、「お楽しみ会の相談」ということで、課題設定も授業の流れも自分事ということを
大切にして取り組んでくださいました。 

○共通の土台に乗せる 

 

 

○教師の役割 

 

 

 

 

 学級全体での、話合いではありません。異年齢集団を意識して、それぞれが
活躍できるような場を設定されております。グループの組合せ、どの先生が支

援につくか、だれを話合いの中心に据えるかなど、頭を悩ませながら授業計画
を立ててくださいました。 
 つくし学級全体として、今回の話合いで大切にしたいところは、「自分の意見
をもてること」「理由を考えられること」です。 

個別目標を設定し、必要な支援 

お楽しみ会の過
去のエピソードを
振り返る 

お楽しみ会って楽しい! 

お楽しみ会やりたい! 

「社会参画」 
みんなが楽しめるように 

「自己決定」 

めあてに立ち返る 

司会への支援 

水鉄砲 
 →相手に思いっきり当てたい 
「みんながやりたいと思うように伝えないと」 

「あっ！暑くなるから気持ちいいよ。」 

「ヒントカード」 
分からなければ、この紙に書いてあることを
聞いてみよう。 
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指導案 

学級活動（１） 学習指導案 

 

 

１ 対象 つくし１組３名、つくし２組６名、つくし３組５名 計１４名 

 

２ 日時 令和５年 ６月 ２１日（水） 

 

３ 場所 つくし２組教室 

 

４ 題材 「お楽しみ会の相談をしよう」 

 

５ 題材について 

  （１）児童の実態 

      つくし学級の子ども達の「話す力」は、交流学級の大人数の前で自分の意見や話を

１人ですることが難しい児童が多い。また「聞く力」も多数の中で聞くことが苦手な

児童が多い。そのため、つくし学級では、みんなの前に立ち、自分にあった出来事や

思いを「話す機会」と友達の思いを受け取り、自身の思いと重ねる「聞く機会」である

「スピーチ活動」を設け、経験を積み上げてきた。みんなの前に立ち、話をするが、実

際は横についている教師と一対一のやりとりをしている。その２人の様子を周りの子

らが聞く、という形になっている。このようなやりとり（話し方）になるのは、発達段

階と大きく関わり合っていると考えている。小学校段階で求められるコミュニケーシ

ョンの力とは、「相手を意識し、相手が理解できる話し方」であること、「一人で多数

に向けて双方向にやりとりする力」であること（２次的ことば※１）である。しかし、

つくしの児童の段階は、「自身の言葉だけでは意味が通じにくいものを大人とのやりと

りを通し、意味の分かるものにすることでやりとりを成立させる話し方」（１次的こと

ば※２）である。１次的ことばの世界にいる子ども達を教師が橋渡しを行う中で、一

対一の世界から、一対多数のやりとりを経験させ、友達関係を豊かにさせることをね

らいとして取り組んでいるのがつくし学級の「話す」「聞く」の実態である。 

（※１、２『幼児期―子どもは世界をどうつかむか』岡本夏木） 

  （２）題材設定の理由 

      昨年度の２学期より、「個人の学期の目標」を立て、毎朝、みんなの前に出て、昨日

の達成度をふり返る中で、自己評価だけではなく、友達からの評価も取り入れながら

自分の目標を意識し学校生活を送れるようになってきている。そして、一人一人が自

分の頑張りや友達からの励ましを受けて目標が達成できた時には、「お楽しみ会を開く」

ことにしている。がんばった先にはみんなで楽しいことがあるという見通しを持って

取り組めるようにしてきた。昨年度「どんなお楽しみ会をしたいか」の話合いを行っ

たとき「鬼ごっこがしたい」という意見に対し「それはつくし体育でできるから、い

つもと違うことをしたい」と発言する児童がいた。この学習においても児童同士の意

見のやりとりが、自分たちのやってみたい「自分事」の事柄を元にして生まれるよう

にしていきたい。 

      本年度は、全体の中で過ごしにくい児童、自分事でないと間が持たない児童がおり、

興味関心や集中力を持続させるための授業展開の配慮として、短時間の構成、何を話

し合うかのイメージをもたせるための工夫を考えている。 

（個人情報保護のため省略） 

（個人情報保護のため省略） 
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６ 児童の姿と個別の課題設定（省略） 

７ つくし学級における「３つの視点」 
   つくしの仲間の中で（①人間関係形成）、話合いに自分から参加し、やってみたいことを見

つけられ、意見が言え（②社会参画）、計画の実現に向け、自分の役割を理解し、活動・行動
する中で実現できたことを楽しめる姿（③自己実現）。３つ視点を分けて捉えると同時に合わ
せて捉える視点も大切に取り組む。 

８ 本時のねらい 

   お楽しみ会の計画に参加でき、友達の意見を聞き認め合いながら、自分のしたいことを決

めることができる。 

９ 本時の展開 

 
児童の活動 

指導上の留意点 
（担当 T） 

目指す児童
の姿 

導
入
５
分 

①初めの挨拶 
 
②活動の流れの紹介 

①声の大きさ、全体を見て必要なこ
とを伝えているか。 

②何をするのか明確にさせる。 

 

展
開
３
５
分 

③読みきかせ （１０分） 
  
 
④「１学期の目標」の発表 
（３、４年２人）（５分） 
 
 
 
⑤討議内容の紹介 
 
 
⑥討議 （２０分） 
 討議に向けた準備 
 ・昨年したことを新入生に写真を 

見せながら説明をさせる。 
（お楽しみ会とは）（内８分） 
 

③アニマシオンの発想を取り入れな
がら、双方向のやりとりを大切に
取り組む。 

④自己評価をまず明確にし、他者評
価を受け入れつつ、最終の自己評
価（多角的な自己評価）になるよう
にする。 

 
⑤討議内容の紹介し、討議に向 
けての流れを整理する。 
 
⑥教師の分担を決め支援を進めるよ
うにする。 

 
（T１：進行） 
（T２：機器補助） 
（T３：児童補助） 

・「個別の
課 題 設
定」に準
ずる。 

 
 討議 
・何をしたいか  
☆グループで相談する（内６分） 

 ☆グループ毎に発表する（内６分） 
 ☆討議（理由を付けて何をしたい
か話す） 

 

・討議のグループ分けの担当に分か
れ支援を行う。 

・やりたいことを理由をつけて複数
出せるように話し合えるようにす
る。 

・板書に「したいこと」と「理由」を
整理して書く。 

 

終
末
５
分 

⑦ふり返りと見通し ３点確認する。 
①自分の意見がもてたか 
②理由が言える（相手の思いに気づ
く） 
③ルールを守り話し合えたか 
 

 

 

 

 

 

お楽しみ会の相談をしよう 
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10 討議のグループ分け（一番上がグループリーダー）・支援方法 

 

１１ 座席表（省略） 

 

  

（４年） （４年） （６年） （４年） 

（３年） （４年） （３年） （５年） 

（２年） （１年） （１年） （２年） 

（１年）   （１年） 

（笹岡） 

・どうしたらいいと思

うか聞き、考える機会

を与える声かけをす

る。 

・2年、1 年には、意見

を教師が個別に聞き、

伝えさせる。（状況に応

じて、話合いの場に入

るための支援もする） 

（３人 T） 

・4 年は、昨年にしてき

た経験を基に、これま

で自分のやりたいと言

ってきたことを、みん

なが納得できる理由を

考えさせる。 

・4 年は、齊田の話を聞

き、自分のやりたいこ

とや理由を考えさせ

る。 

・1 年は、２人の話を聞

き、会のイメージを広

げやりたいことを見つ

けられるようにする。 

（熊田） 

・6 年は、自分のやりた

いことの理由を考える

ときに、本旨からずれ

ないように修正し、ま

ず２人に納得してもら

える理由を考えさせ

る。 

・3 年は、ねらいを確認

し、話が自分の想像に

流れないようにし、話

合いに参加できるよう

にする。 

・1 年は、２人の話を聞

き、会のイメージを広

げやりたいことを見つ

けられるようにする。 

（奥村） 

・5 年と 4 年は、昨年の

経験を基に、みんなで

して楽しいことを考え

させる。理由も付けて

自分の意見が言えるよ

うにする。議題から逸

れそうなときは、何に

ついて考えているのか

を思い出させる。 

・2 年と 1 年は、２人の

意見を聞き、自分のし

たいことを考えられる

ようにする。なぜそれ

がしたいか尋ねること

で、理由についても考

えられるようにする。 

グループ活動での個別目標を立

て、支援方法を記入（省略） 
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3. 令和５年度２年生 研究授業「１年生と仲良く遊ぼう」 

参観の視点 授業の特色 事後研究会 

２年 議題「1年生と仲良く遊ぼう」 

●参観の視点 授業の特色 

 

 

 

特色：グループ（班）討議 

●事後研究会 

○出し合うの型２ 

 

 

 

 

○意見を明確型 

 

 

 

 

 今回は、「意見をもつこと」「友達の意見を聞く」ことを大事にされます。そし
て、班で理由を明確にしながら、できるだけ遊びの数をしぼっていきます。自分
のことでは無く、１年生のことを考えながら、話合いができるかがポイントで

す。きらりと光る意見を探してみましょう。 

異年齢集団で発揮される力  授業形態 

事前に意見をもっておく！ 

＋ 

意見をやや絞れる方へ 

○メリット 

・不毛な意見や話合いが無くなる 
 例えば：体育館では、４クラスではおにごっこはできない 

 
・反対意見への代替案を考えられる 
 例えば：イス取りゲームを体育館でするには、どうする 

決まっていることを事前に 
めあてを事前に 
安全面を事前になど 

視覚化して意見を明確に 

○方法１ 
意見を色分け 
例えば  
 
 
 
○方法２ 
思考ツールを活用 
 種類についてはロイロノートを参照 

白･･･意見 

黄・・・提案 疑問点 
青・・・賛成 
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指導案 

学級活動（１） 学習指導案 

 

１ 対象 第２学年２組 ２０名 

２ 日時 令和５年 ７月１２日 水曜日 第２校時 

３ 場所 ２年２組教室 

４ 題材 「１年生と仲良く遊ぼう」 

    ウ 学校における多様な集団の生活の向上 

５ 題材について 

(1) 児童の実態 

 本学級の児童は、思いや考えを、自分の言葉で伝える児童もいるが、全体の場で意見

を発表することが苦手な児童も少なくはない。今まで「クラス遊びを決めよう」「ピカピ

カ２年２組作戦」「給食時間に効率よく用意をするためのルール」「お別れ会の遊びを決

めよう」などについて話合いを行い、学級の一員として学級会に参加し学級のことを自

分たちで決めるという経験を積んできた。司会進行や黒板書記は教師の補助も入れなが

ら児童達で行うことができるようになってきている。しかし、〈出し合う〉の限られた時

間の中では、自分の思いを伝えることが難しい現状である。そこで事前にタブレットを

使って意見を出し合う時間を設けている。また、＜比べる＞の場面では、学級全体で意

見を出すことが難しいので、班という少人数の場で自分の意見を伝え合い、班で意見を

まとめてから、全体で交流して合意形成を図る学習を行っている。 

 

(2) 題材設定の理由 

 本学級の児童は入学してきた１年生と仲良くなるために、自己紹介をしたり、学校案

内をしたりしてきた。毎日の下校では、２年生がリーダーとして先頭に立ち、安全に歩

けるように声掛けをする姿も見られるようになってきた。さらに仲良くなるために、遊

びを通して交流をしていくことができればと考えている。 

 また、学年においては、５月から学級全員で遊ぶ「みんな遊び」の時間を設定してい

る。週１回の中間休みは、「みんな遊び」をする時間になっている。当初は、あそび係を

中心に遊びの内容を決めていたが、話合い活動を取り入れてみんなの意見を聞いて決め

るようになってきた。中には、自分のやりたい遊びではないことや、外で遊びたくない

という理由で参加しにくい児童も見られたが、回数を重ねるにつれて、みんなで遊ぶ楽

しさを感じ始めているように思う。もう一つ変化が見られたことは、遊びに向かう姿勢

である。初めの頃は、休み時間になると担任が声を掛けて集合場所を伝え、担任が来る

まで遊びを始められずにいたが、今では自分たちで遊びを始められるようになってきた。

また、遊びの中で起こるもめ事や気持ちのすれ違いなどもその都度解決してきた。自分

達が楽しめるようになってきた遊びに１年生を誘い、さらに仲を深めていけるようにし

ていきたい。 

 今回の話合い活動では、「自分の意見を持つ・友達の意見を聞く」ということを大切に

しながら、グループで合意形成を図るところにつなげていきたい。また、２学期の生活

科「せかいでひとつわたしのおもちゃ」の単元で、おもちゃを使って遊ぶ活動を通して、

１年生を招待して遊びを楽しんだり、みんなで遊ぶ楽しさを実感させたりすることに繋

げたい。 

（個人情報保護のため省略） 
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６ 第１学年及び第２学年の評価規準 

よりよい生活を築くための 

知識・技能 

集団や社会の形成者として

の思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 

よりよくしようとする態度 

・ みんなで学級を楽しく

するために他者と協働

して取り組むことの意

義を理解している。 

・ 話合いの進め方に沿っ

た意見の発表の仕方や

他者の意見の聞き方を

理解し、活動の方法を身

に付けている。 

・ 学級を楽しくするため

に、問題を発見し、解決

方法について話合いの

進め方に沿って合意形

成を図り、仲良く助け合

って実践している。 

・ 学級を楽しくするため

に、見通しをもったり、

振り返ったりしながら、

自己の考えをもち、役割

を意識して集団生活に

取り組もうとしている。 

 

７ 事前活動 

日時 児童の活動 指導上の留意点 
評価規準 

【観点】（評価方法） 

５月 学級のみんな遊び

について話し合

う。 

みんなが楽しめることを考

えて意見を出せるように支

援する。 

決まった遊びの中で、みん

なが楽しめるように考え

ながら声を掛けたり取り

組んだりしようとしてい

る。 

【主体的態度】（観察） 

６月初旬 雨の日のみんな遊

びについて話し合

う。 

雨の日に使うことができる

場所や、できる遊びが限ら

れることを考えながら、み

んなが楽しめる遊びを考え

られるように支援する。 

話合いの進め方に沿った

意見の発表の仕方や他者

の意見の聞き方を理解し

ている。 

 

【知識・技能】（観察） 

６月中旬 ２年２組の課題を

考え、良くなるた

めのルールを決め

る。 

 

 よりよい学級をつくるた

めに振り返ったり、自己の

考えを発表したりして取

り組んでいる。 

【主体的態度】（観察） 

７月初旬 司会者と次の議題

について話し合

う。 

 ・提案理由を意識して、自
分の意見と友達の意見を
比べ、考えている。 
【発言、行動観察】 
（思考・判断・表現） 
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８ 本時のねらい 

１年生と仲良くなり、遊びの楽しさを知ってもらうための遊びを考えている。 

９ 本時の展開 

 児童の活動 指導上の留意点 資料 目指す児童の姿 
【評価方法】（観点） 

導

入 

５

分 

1. 始めの挨拶 
2. 司会の紹介 
3. 議題・提案理由・

めあての提示 
○議題 
 
 
○提案理由 
 
 
 
4. 先生から 

・議題の設定として、自分たちだ
けが楽しむのではなく、１年生
も楽しめるようにするという
目的を明確に捉えさせる。 

 
 
 
 
 
 
 
・「１年生のために」ということ
を考えさせる。 

・事前に決まっていることとし
て、 

① １時間でできること 
② みんなでできるあそび 
③ 体育館で行う 
を伝えておく。 

ワーク
シート 
掲示物 

 

展

開 

35 

分 

5. 話合い 
「１年生と一緒に遊
べ る 遊 び を 考 え
る。」 

〇出し合う 
「おにごっこ」 
「かくれおに」 
「かくれんぼ」 
「ドッチボール」 
「かくれんぼ」 
「ふえおに 
「しんかじゃんけん」 
〇比べる 
班⇒全体 
① 新しい意見を言

う。 
② 意見と意見を合

わせる。 
③ 少しずつみんな

の意見を聞ける
ようにする。 

 
6. 振り返り 

・事前にロイロノートでアンケ
ートを取り、自分の意見がもて
るようにする。 

・事前に自分の意見を書いた短
冊をもっておき、黒板にはるこ
とで全員が意見を出せるよう
にする。 

・できるだけたくさんの種類を
出せるようにする。 

・理由も一緒に言えるように 
 する。 
 
 
 
・自分たちの遊びたい遊びを考
えている場合は、めあてに立ち返
って「１年生のために」というこ
とを考えさせる。 
・班で 1つの意見に絞れるように
する。 

・理由を明確に出せるようにす
る。 

・次にどうしたらよいのか考え
られるようにする。 

 ・提案理由を意識し
て、自分の意見と友達
の意見を比べ、考えて
いる。 
【発言、行動観察】 

 （思考・判断・表現） 
 
 
 

終
末 
５ 
分 

7. 終末助言 
 
8. 終わりの挨拶 

・児童の発言などから具体的な
態度や言動を挙げて、よかった
ところや課題を問いかける。 

  

 

 

 

 

議題：1年生とたのしめるあそびを考えよう。 

① １年生となかよくなりたいから。②１年生にあそびのたのしさを知ってほしいから。 
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１０ 事後の活動 

日時 児童の活動 指導上の留意点 
評価規準 

【観点】（評価方法） 

７月中旬 １年生を遊びに誘

う。 

１年生が楽しむことができ

るような活動になるよう意

識させる。 

自分の役割を理解し、グル

ープで協働し取り組もう

としている。 

【知識・技能】（観察） 

７月下旬 遊びの振り返りを

する。 

自分だけでなく、友達のよ

さやがんばりを認められる

ようにする。 

取組を通した自身や友達

の頑張りに気付いている。 

【主体的態度】（ワークシ

ート） 

 

１１ 板書計画 

 

13. 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２ 座席表（省略） 

 

 

 

 

 

 

 

話
合
う
な
い
よ
う 

 

一
年
生
と
た
の
し
め
る
あ
そ
び
を
考
え
よ
う 

て
い
あ
ん
り
ゆ
う 

 

一
年
生
と
な
か
よ
く
な
り
た
い
か
ら
。 

一
年
生
に
あ
そ
び
の
た
の
し
さ
を
知
っ
て
ほ
し
い
か
ら
。 

め
あ
て 

自
分
の
意
見
を
も
つ
。 

友
だ
ち
の
い
け
ん
を
聞
く
。 

き
ま
っ
て
い
る
こ
と 

・
一
時
間
で
で
き
る
こ
と
・
た
い
い
く
か
ん 

・
み
ん
な
で
あ
そ
べ
る
あ
そ
び
に
す
る
こ
と 

出
し
合
う 

・
リ
レ
ー
・
ケ
イ
ド
ロ
・
か
わ
り
お
に
・
ふ
え
お
に 

・
お
に
ご
っ
こ
・
だ
る
ま
さ
ん
の
一
日
・
か
く
れ
お
に 

・
ド
ッ
チ
ボ
ー
ル
・
こ
お
り
お
に 

く
ら
べ
る 

  

き
ま
っ
た
こ
と 
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4. 令和５年度６年生 研究授業     

 ６年 議題「南っ子タイムの１回目の遊びを考えよう」 

参観の視点 授業の特色 事後研究会 

６年 議題「南っ子タイムの 1回目の遊びを考えよう」 

●参観の視点 授業の特色 

 

 

 

 

特色１：グループ活動をはじめに持ってくる 

特色２：意見と理由を明確に分け、板書する 

 

●事後研究会 

 

 

 

 

 全員が自分の意見を全体の場で発表したり、議論に参加したりするのが理想では
ありますが、難しいのが現実です。個々の意見をグループで出し合ってから、話し
合います。その良さや改善点を研究していきましょう。 
 

 視覚的支援によって、比べるの話合い活動がどのように活性化するかを吟味し
たいと思います。また、どのような方法が全体で生かせるかを研究していきまし
ょう。 

メタ認知：客観的に自分をとらえる力 物事を考える力 

 

板書 

司会グループとの打ち合わせ 

○学級会の流れを確認 
・展開を一緒に予想する 
・終着点を一緒に予想する 
・司会者グループの意見を考える 

○意見と理由を分かりやすく板書 
例：ホワイトボードを活用 
   色分け 
○意見を移動できる板書 
例：ホワイトボード活用 
   紙とセロハン活用 
○比べる時の理由も板書 

決定！ 
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指導案 

学級活動（１） 学習指導案 

 

１ 対象 第６学年 ２７名 

２ 日時 令和５年 ９月６日 水曜日 第２校時 

３ 場所 教室 

４ 題材 「南っ子タイムの１回目の遊びを考えよう！」 

    ウ 学校における多様な集団の生活の向上 

５ 題材について 

(3) 児童の実態 

     本学級の児童は、意見が活発に発表できる児童と全体の場で発表しづらい児童の差が

大きい。また、自分の考えをもつことはできても、「他の人はどう思うか」「全体として

よりよくなるか」といった『公共の利益』を考える視点はまだまだ乏しい現状である。 

そこで今回は、全体の場として意見を発表しづらい児童も積極的に話合い活動に参加

したり、意見を反映させたりするために①授業前にロイロノートで自分の考えを明示す

ること。②はじめにグループの話合い活動を取り入れることで、自分の意見をより相手

に伝えやすくすることの二つの学習活動を設定した。 

また、『公共の利益』を具体的に考えるために、異年齢集団活動である「南っ子タイム」

の遊びを考えることで、自分達が楽しいだけでなく他学年も楽しめることを意識した話

合いを通して、多様な相手を意識し、視野を広げることを狙いたい。 

（２）題材設定の理由 

本時の題材は「南っ子タイムの初回の遊びを考えよう！」である。南っ子タイムでは

最上級生として一人一人が各グループのリーダーとなる。下級生を引っ張っていくこと

が今まで以上に求められるため、自分自身に必要なことを話し合うという切実性が生ま

れるため本題材を設定した。 

また、学級で初回の遊びを考える活動では、「色々な学年の人がみんなで楽しめる」「教

室内でできる」「安全である」「準備や説明が簡単で１０分程度でできる」といった条件

をもとに、多角的に考えながら、よりよい遊びを考えていく力を身につけさせることを

大切にしたい。 

そして、この話合いをすることで、一人一人が今後の遊びを計画する上でどのような

ことを考えて計画しなければならないか考えるヒントとなることも期待したい。 

 

 

 

 

 

 

 

（個人情報保護のため省略） 
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６ 第５学年及び第６学年の評価規準 

よりよい生活を築くための 

知識・技能 

集団や社会の形成者として

の思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 

よりよくしようとする態度 

・ みんなで楽しく豊かな

学級や学校の生活を作

るために他者と協働し

て取り組むことの意義

を理解している。 

・ 合意形成の手順や深ま

りのある話合いの進め

方を理解し活動の方法

を身につけている。 

・ 楽しく豊かな学級や学

校の生活を作るために、

問題を発見し、解決方法

について多様な意見の

良さを生かして合意形

成を図り、信頼し支え合

って実践している。 

・ 楽しく豊かな学級や学

校の生活を作るために、

見通しを持ったり振り

返ったりしながら自己

の良さを発揮し、役割や

責任を果たして集団生

活に取り組もうとして

いる。 

７ 事前活動 

日時 児童の活動 指導上の留意点 
評価規準 

【観点】（評価方法） 

５月 運動会に向けて取り組むこと

を考えよう。 

一人一人が運動会を

より盛り上げること

ができる取り組みを

自由に出せるように

する。 

運動会を盛り上げる取り

組みについて考えてい

る。【思考・判断・表現】 

６月 学校生活を見直そう。（前日に

司会グループと進行や記録を

確認） 

課題からよりよい生

活を考えさせる 

学級の実態などから改善

点を考えている。【思考・判

断・表現】 

７月

初旬 

お楽しみ会の内容を考えよ

う。（前日に司会グループと進

行や記録を確認） 

多様な意見から折り

合いをつけて決める

ことを意識させる。 

よりみんなが納得して取

り組めるようにお楽しみ

会の内容について考えて

いる。【思考・判断・表現】 

９月

初旬 

２学期の目標を考えよう。（前

日に司会グループと進行や記

録を確認） 

学級の実態や今後に

向けてよりふさわし

い目標を考える。 

学級の実態や今後の展望

などを踏まえ、２学期の目

標について考えている。

【思考・判断・表現】 

９月

初旬 

南っ子タイムで、他の学年が

どのようなことを思ってくれ

たら成功といえるか考えよ

う。（前日に司会グループと進

行や記録を確認） 

南っ子タイムを通し

ての自分達のゴール

の姿を考えることで、

遊びや計画に必要な

力を意識させる。 

行事の性質などから、なり

たい自分の姿について考

えている。【思考・判断・表

現】 
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８ 本時のねらい 

議題、提案理由、条件、それぞれの意見から多角的に考え、折り合いをつけながらよりよ
い意見を考える。 

９ 本時の展開 

 
児童の活動 指導上の留意点 資料 

目指す児童の姿 

【評価方法】(観点) 

導

入 

５

分 

1. 始めの挨拶 
2. 司会の紹介 
3. 議題・提案理由・め

あての提示 
○議題 
 
 
○提案理由 
 
 
 
 
○めあて 
 
 
○条件 
 
4. 先生から 

○挨拶などは短時間にまとめ、展
開の時間を確保する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○よりよいアイデアを生み出す
ために全員が粘り強く取り組
むよう指導する。 

タ ブ レ
ット 
掲示物 

○議題、提案理由、
条件、それぞれ
の意見から多角
的に考え、折り
合いをつけなが
らよりよい意見
を考えている。 

（思考・判断・表
現） 

〔行動観察〕 

展
開 
35 
分 

5. 話合い 
〔出し合う〕 
○事前に考えた個人の
意見からグループの
意見を出す。 

 
 
 
○出た意見に対して質
疑応答をする。 

〔比べる〕 
○出ている意見からよ
りよい意見を考える 

 
 
 
 
 
 
 
 
〔まとめる〕 
 

 
 
○個人の意見は本時までにタブ
レットで提出し、全員が見られ
るようにしておく。 

○最初にグループ活動を入れる
ことで意見を絞りつつ、話合い
に参加しやすいようにする。 

○発表者は事前に決めておく 
 
 
○意見を発表するときは必ず理
由も発表させる。 

○「比べる」際は意見や理由をシ
ートにまとめて黒板に掲示す
ることで、考えを整理しやすく
する。 

○板書については教師が積極的
に支援をし、児童が話合いに集
中できるようにする。 

 
○必要に応じて、どの意見に自分
の考えが近いか挙手させるこ
とで現状を把握させ、少数の意
見も意識させながらまとめに
つなげる。 

○それぞれの意見のよさを踏ま
え順番や取り組み方を工夫す
ることを目指させる。 

掲 示 用
シート 
ホ ワ イ
ト ボ ー
ド マ ー
カー 

 

終
末 
５ 
分 

6. 終末助言 
 
 
 
7. 振り返り 
 
 
 
8. 終わりの挨拶 

○ふりかえりの観点をもとに、次
への話合いに前向きな思いが
もてるように助言をする。 

 
○自分の意見をもてたか、よりよ
い意見を考えることができた
か、話合いに積極的に参加でき
たかの観点をもとに振り返る。 

  

南っ子タイムの１回目の遊びを考えよう！ 

条件やそれぞれの意見からよりよいアイデアを考えよう。 

① 色々な学年の人がみんなで楽しめる ②教室内でできる 
③ 安全である ④準備や説明が簡単で１０分程度でできる 

南っ子タイムで良いスタートが切れるように、グループメンバ
ーを知ることができる初回の遊びをみんなで考えたいから。 
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１０ 事後の活動 

日時 児童の活動 指導上の留意点 
評価規準 

【観点】（評価方法） 

９月２１日 

 

南っ子タイム初回

で決まった内容を

実践していく。 

決まったことを実際にやり

遂げていくことで、話合い

の内容が自分達の学校生活

に直結することを実感させ

る。 

話し合ったことを元に実

践している。【主体的態

度】（観察） 

 

１１ 板書計画 

 

 

１２ 座席表（省略） 
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5. 令和５年度４年生 研究授業     

 「４年１組のみんながもっと仲良くなれる取り組みを考えよう」 
参観の視点 授業の特色 事後研究会 

４年 議題「4年 1組のみんながもっと仲良くなれる取り組みを考えよう」 

●参観の視点 授業の特色 

 

 

●事後研究会 

特色１：出し合うの細分化 

特色２：板書の色分け  

●事後研究会 

○共通確認決定事項 

①板書：色分けをして視覚支援を行う 

 例  白：意見  黄色：理由  青：心配事  オレンジ：提案 

②指導案 

  計画委員会について、どのようなことを話合ったか、確認したのかを指導案に含める。 

③めあて 

  授業の内容に関する物ではなく、技術的な部分について「めあて」を決めるようにお願

いします。最後の教師からの話で、めあてに触れつつ、達成感、自己有用感が高まるアドバ

イスをしましょう。 

出し合うの細分化・板書の色分け 

 

出し合うの時間を細分化します。共通の土台にのせるために教師の介入も意
図的に行う予定です。 
 確認：タブレットの意見を見る時間 
 疑問：友達の意見で分からないところを質問する時間 
 賛成：意見のいいところを出す時間 
 心配：意見に対して不安要素を出す時間 
 提案：不安要素を解決する時間 

 視覚的支援によって、比べるの話合い活動がどのように活性化するかを吟味し
たいと思います。また、どのような方法が全体で生かせるかを研究していきまし
ょう。 

決定！ 
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指導案 

学級活動（１） 学習指導案 

 

１ 対象 第４学年 ２５名 

２ 日時 令和５年 １１月６日 月曜日 第２校時 

３ 場所 教室 

４ 題材 「みんながもっと仲良くなれる取り組みを考えよう」 

    ウ 学校における多様な集団の生活の向上 

５ 題材について 

（１）児童の実態 

     本学級の児童は、前向きで何でも全力で努力したいと考える児童が多く、自分の考え

をもって活動できる。その一方、全体の前で自分の意見を発表することが苦手な児童も

数名いる。また、自分の意見にこだわり、友達の意見を否定的に捉えてしまう児童もい

る。1学期には「４年生でどんなクラスにしたいか」「お楽しみ会でしかできない遊びを

考えよう」などを議題に学級で話し合ってきた。その話合いの中で自分の意見を押し通

そうとする気持ちが強すぎたり、初めにもっていた意見から友達の意見に納得して変え

たりすることができなかったりしてまとめるのに時間がかかりすぎてしまうことが多か

った。そこで、議題や決まっていることに着目して話合いを進めるよう指導している。

また、友達の意見を否定的に捉えてしまう児童が多いので、友達の意見に心配事がある

ようならば賛成意見を出す前に質問する時間を設け、疑問をなくしてから話合いに移る

ようにしている。そうすることで、友達の意見も肯定的に捉えることができるようにな

ってきた。 

（２）題材設定の理由 

本時の議題は「みんながもっと仲良くなれる取り組みを考えよう」である。この議題

になった経緯として、学級会で話したい議題は何かとアンケートを取ったところ、「最近

はクラスで喧嘩がなくなってきたが、たまにあるのでなくしていきたい。」「このクラス

で過ごす時間が少なくなっていたのでもっとみんなと仲良くなりたい。」「もっとみんな

が安心する教室にしたい。」という意見が多かったことがきっかけである。 

取組をする条件１として「朝の会中に取り組むことができること。」とする。朝の会に

取り組むことで、その日にクラスのみんなと話すきっかけになってほしいという思いか

ら朝の会に設定した。本学級会で決まったことを実践してみて、改善すべき点があれば

次回の学級会で取組の条件を増やしていきたいと考える。また、条件２として「みんな

のことが知れるような取組」にもなるようにする。仲良くなるということは、もっと学

級のみんなのことを知ることだと考える。朝の会でみんなのことを毎日知っていくこと

で少しずつみんなが仲良くなれたらと考える。以上の２点を決まっていることに挙げて、

話合いを進めていく。 

本学級会で決まったことを実際に取り組む中で、良かったところと、改善したいとこ

ろを今回の議題を基に考えさせ、次回の学級会の議題や決まっていることの設定につな

げていきたい。 

 

（個人情報保護のため省略） 
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６ 第３学年及び第４学年の評価規準 

よりよい生活を築くための 

知識・技能 

集団や社会の形成者として

の思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 

よりよくしようとする態度 

・みんなで楽しく豊かな学

級や学校の生活を作るた

めに他者と協働して取り

組むことの意義を理解し

ている。 

・合意形成の手順や深まり

のある話合いの進め方を

理解し活動の方法を身に

つけている。 

・楽しく豊かな学級や学校

の生活を作るために、問題

を発見し、解決方法につい

て多様な意見の良さを生

かして合意形成を図り、信

頼し支え合って実践して

いる。 

・楽しく豊かな学級や学校

の生活を作るために、見通

しをもったり振り返った

りしながら自己の良さを

発揮し、役割や責任を果た

して集団生活に取り組も

うとしている。 

７ 事前活動 

日時 児童の活動 指導上の留意点 評価規準 

【観点】（評価方法） 

５月 どのようなクラスにしたい

か考えよう。 

学級会の基本的な

流れを理解できる

ようにする。 

学級の実態などからよりよいクラ

ス像を考えている。【思考・判断・表

現】(観察) 

５月

中旬 

青組に勝てるような綱引き

の声かけを考えよう。 

たくさんの意見を

出し、よりよい声か

けを考えるように

する。 

議題や決まっていることに着目し

て声かけを考えている。【思考・判

断・表現】(発言・ワークシート) 

５月

下旬 

力強く縄が引けるような綱

引きの並び方を考えよう。 

たくさんの意見の

中からよりよい意

見を折り合いを付

けて考えるように

する。 

議題や決まっていることに着目し

て並び方を考えている。【思考・判

断・表現】(発言・ワークシート) 

７月

初旬 

お楽しみ会でしかできない

遊びを考えよう。 

友達の意見に対し

て肯定的な意見を

伝えることができ

る話合いをする。 

１学期を終えて休み時間にはでき

ないようなみんなの仲が深まる遊

びを考えている。【思考・判断・表

現】 

(発言・ロイロノート・ワークシート) 

９月

中旬 

どのようにしたらクラスで

忘れ物がなくせるのかを考

えよう。（前日に司会グルー

プと進行や記録を確認） 

提案理由や決まっ

ていることからよ

りよいアイデアを

考えるようにする。 

自分達で決めた議題でみんなが納

得できるようなアイデアを考える

ことができる。【思考・判断・表現】 

(発言・ロイロノート・ワークシート) 

10月 

上旬 

ひかり幼稚園の園児と遊ぶ

遊びを考えよう。 

（前日に司会グループと進

行や記録を確認） 

新たな学級会の流

れを確認し、肯定的

な意見で話合いを

進めることができ

る。 

友達の意見の心配点をなくした上

で、肯定的な意見で話合いを進めて

いる。【思考・判断・表現】 

(発言・ワークシート) 

10月 

中旬 

毎日みんなが当番を忘れず

にできる方法を考えよう。 

(前日に司会グループと進

行や記録を確認) 

司会の問いかけに

対して意思表示を

することができる。 

提案に対して自分の意見をもち、意

思表示しながら方法を考えること

ができる。【思考・判断・表現】(発

言・ワークシート) 
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８ 本時のねらい 

それぞれの意見を理解し、共通点や改善点を比較し、めあてに合う意見を判断することが
できる。 

９ 本時の展開 

 
児童の活動 指導上の留意点 資料 

目指す児童の姿 

【評価方法】(観

点） 

導

入 

５

分 

[確認] 
1.はじめのあいさつ 
2.議題 
 
 
3.提案理由 
 
4.先生からのお話  
 
5.めあて 
 
6.決まっていること 
 
 
 
 
 

○挨拶などは短時間にまとめ、
展開の時間を確保する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
タブレット 
学級会ノー
ト 
掲示物 

 

展

開 

35 

分 

7.[出し合う] 
○下の手順に従って
意見を比べ合う。 

 
①確認 
②疑問 
③賛成 
④心配 
⑤提案 
 
 
 
 
 
 
8.[まとめる] 
〇[出し合う]から何
がよいのか、班で話
し合わせる。 

 
〇自分がよいと思っ
た意見を学級会ノ
ートに書く。 

〇出た意見の中から
合意形成を図る。 

○個人の意見は本時までにタ
ブレットで提出し、全員が見
られるようにしておく。 

 
○最初に友達の意見への疑問
点をなくし、スムーズな話合
いになるようにしておく。 

 
〇全体での話合いに移る前に
自分がよいと思う意見を学
級会ノートに書かせる。 

 
〇出た意見は教師が短冊に書
き、書記の児童が黒板に貼り
付け、案や意見を整理させ
る。 

〇[まとめる]に入る前に、司会
に本時の議題と決まってい
ることを再確認させる。 

 
〇どの案がよいか、班でもう一
度交流し、自分は何がよいか
決定し、学級会ノートに書か
せる。 

タブレット 
学級会ノー
ト 
掲示物 

〇それぞれの意見
を理解し、共通
点や改善点を比
較し、めあてに
合う意見を判断
することができ
る。 

【思考・判断・表
現】 

（発言・学級会ノ
ート） 

終

末 

５ 

分 

9.振り返り 
〇今日の活動の振り
返りを学級会ノー
トに書く。 

10.終末助言 
11.終わりのあいさつ 
 

○ふりかえりの観点をもとに、
次の話合いに前向きな思い
がもてるように助言をする。 

学級会ノー
ト 

 

4年 1組のみんながもっと仲良くなれる取り組みを考えよう。 

友達の新たな一面を知り、クラスの友達と話すきっかけを
つくって、みんなともっと仲良くなりたいと思ったから。 
 

①朝の会中に取り組むことができる 
②みんなのことが知れるような取り組み 

友達の意見を聞き、それに対して自分の考えをもとう。 
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１０ 事後の活動 

日時 児童の活動 指導上の留意点 
評価規準 

【観点】（評価方法） 

11月中旬 

 

〇学級会で決まっ

たことに取り組

む。 

〇決まったことを実践して

いく中でよいことや改善

した方がよいところを考

えさせる。 

〇クラスみんなで決めた

ことを協力し合って、実

践している。 

【主体的に取り組む態度】 

（活動の様子） 

11月下旬 〇取り組みの振り

返りをして今後

の 活 動 を 考 え

る。 

〇活動してよかったところ

や改善するべきところを

話し合い、次回の学級会

に繋げられるようにす

る。 

〇取組を通して、みんなが

もっと仲良くなれたか

振り返り、今後の活動を

考えている。 

【思考・判断・表現】 

(発言・ロイロノート) 

 

１１ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２ 座席表（省略）  



26 

 

6. 令和５年度５年生 研究授業     

 「雨の日の休み時間を楽しく過ごそう」 

５年 議題「雨の日の休み時間を楽しく過ごそう」 

参観の視点 授業の特色 事後研究会 

●参観の視点 授業の特色 

 

 

 

特色１：ミニ学級会（１０人前後） 

 

 

 

●事後研 

○共通確認決定事項 

①柱について 

・柱では「何を話し合っているのかを明確に」するため明示する 

・柱２は流動的になる可能性がある 

例 

 柱１：係活動を決める   柱２：誰がどこに入るか 

 柱１：遊びを決める  柱２：どんなルールにする 

 柱１：イベントのめあて 柱２：具体的内容 

 柱１：プレゼント作り  柱２：どのように渡す 

②教師からの振り返りについて 

  ・子どもが気付かない点で褒める 
 

話合いの柱を２本立て 

 

下記のことを目的としています。 

・発表の場面を増やす 
・自分の思いを伝えやすくする（発表のハードルを下げる） 
・全員が学級会に参加したという肯定感を上げる 
・全員を共通の土台にのせ、自分事とする 

決定！ 
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指導案 
学級活動（１） 学習指導案 

 

１ 対象 第５学年 ３０名 

２ 日時 令和５年 １２月１３日 水曜日 第２校時 

３ 場所 教室 

４ 題材 「雨の日の休み時間を楽しく過ごそう」 

    ウ 学校における多様な集団の生活の向上 

５ 題材について 

（１）児童の実態 

     本学級の児童は、素直で前向きな児童が多く、クラスの和を大切にしようとする雰囲

気がある。しかし、自分の意見や考えよりも集団の空気や雰囲気を尊重するあまり、自

分の意見を言えなかったり、流されたり、反対の意見を言えなかったりすることも少な

くない。そこで、「同意・質問・提案ゲーム」と称し、意見をつなげる練習をしている。

反論ではなく提案という意識をもたせることで、意見を言う側も言われる側も、抵抗を

少なくしていくことをねらいとしている。 

     また、話合いの際には、事前に１０人前後のグループごとの「ミニ学級会」を開く。

人数を減らすことで１人あたりの発表する回数を増やし、より自分の思いを伝えやすく

したり、発表へのハードルを下げたりすることをねらいとしている。グループごとに決

まった意見は、次の学級会までに実際に実施して試してみる。実施して感じたことや気

付いたことを、全体の学級会で比べ合うことで、より自分ごととして話合うことができ

ると考える。 

     本時の話合いを通して、話合いに参加できたという実感をもたせられるようにしたい。 

（２）題材設定の理由 

本時の議題は「雨の日の休み時間を楽しく過ごそう」である。この議題になった経緯

として、学級会で話したい議題を目安箱で募集をしたところ、「雨の日に廊下やワークス

ペースで走る人が多い」という意見があったからである。 

取組をする条件として「全員で取り組めること」と「教室かワークスペースで取り組

めること」の二つを設定した。また、話合いのねらいは二つ設定した。一つ目は「いろ

いろな角度で考えること」である。「全員で取り組めること」を条件としているため、「ク

ラス全員でゲームをする」といった発想は、容易に出ると予想される。しかし、児童の

考えが「○○遊び」にとどまらず、発表や出し物、カードゲーム等の道具作り、歌や動

画視聴など、多角的なアイデアを出し合い、話合う姿を期待したい。 

二つ目は、「司会が話合いをまとめられるように努力すること」である。司会は話合い

を円滑に進めつつ、「まとめる」段階では「○○の意見は、課題が解決されており、議題

にも合っているためよいと思います。○○にしてはどうですか。」などと、結論につなが

るような発言ができるようにする。司会に決定権がある訳ではなく、あくまでも話合い

をまとめるための道筋を立てるようにさせる。このねらいを全体で共有することで、話

（個人情報保護のため省略） 
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合いをまとめようとする意識も共有できるようにしたい。 

６ 第５学年及び第６学年の評価規準 

よりよい生活を築くための 

知識・技能 

集団や社会の形成者とし

ての思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 

よりよくしようとする態度 

・みんなで楽しく豊かな学級や

学校の生活を作るために他者

と協働して取り組むことの意

義を理解している。 

・合意形成の手順や深まりのあ

る話合いの進め方を理解し活

動の方法を身につけている。 

・楽しく豊かな学級や学

校の生活を作るために、

問題を発見し、解決方法

について多様な意見の

良さを生かして合意形

成を図り、信頼し支え合

って実践している。 

・楽しく豊かな学級や学校の生

活を作るために、見通しを持

ったり振り返ったりしなが

ら自己の良さを発揮し、役割

や責任を果たして集団生活

に取り組もうとしている。 

 

７ 事前活動 

日時 児童の活動 指導上の留意点 
評価規準 

【観点】（評価方法） 

１ １

月 

給食の配膳を素早く終わら

せられる方法を考えよう

（ミニ学級会：前日に司会

グループと進行や記録を

確認） 

多くのアイデアを

出し合い、そこから

よりよい結論を出

すことを意識させ

る。 

みんなで楽しく豊かな学級や学校の

生活を作るために他者と協働して取

り組むことの意義を理解している。

【知識・技能】(発言・ワークシート) 

１ １

月 中

旬 

給食の配膳を素早く終わら

せられる方法を考えよう

（全体会：前日に司会グル

ープと進行や記録を確認） 

いろいろな可能性

を考えながら、自分

たちがしてみたい

方法を決めるよう

にさせる。 

楽しく豊かな学級や学校の生活を作

るために、問題を発見し、解決方法に

ついて多様な意見の良さを生かして

合意形成を図り、信頼し支え合って

実践している【思考・判断・表現】(発

言・ワークシート) 

１ ２

月 下

旬 

仲良くなるための歓迎会を

計画しよう。（ミニ学級会：

前日に司会グループと進

行や記録を確認） 

転入生を温かく迎

えるための会を計

画するという前提

を意識させる。 

合意形成の手順や深まりのある話合

いの進め方を理解し活動の方法を身

につけている。【知識・技能】(発言・

ワークシート) 

１ ２

月 初

旬 

仲良くなるための歓迎会を

計画しよう。（全体会：前日

に司会グループと進行や

記録を確認） 

実際に実施してみ

てわかったことや

感じた疑問などを、

積極的に話し合わ

せる。 

楽しく豊かな学級や学校の生活を作

るために、問題を発見し、解決方法に

ついて多様な意見の良さを生かして

合意形成を図り、信頼し支え合って

実践している【思考・判断・表現】(発

言・ワークシート) 

１ ２

月 中

旬 

雨の日の休み時間を楽しく

過ごそう。（ミニ学級会：前

日に司会グループと進行

や記録を確認） 

いろいろな角度で

考え、意見を話し合

うようにさせる。 

みんなで楽しく豊かな学級や学校の

生活を作るために他者と協働して取

り組むことの意義を理解している。

【知識・技能】(発言・ワークシート) 
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８ 本時のねらい 

議題、提案理由、条件、それぞれの意見から多角的に考え、折り合いをつけながらよりよ
い意見を考える。 

９ 本時の展開 

 
児童の活動 指導上の留意点 資料 

目指す児童の姿 

【評価方法】（観

点） 

導

入 

５

分 

[確認] 
1.はじめのあいさつ 
2.議題 
3.提案理由 
4.先生からのお話  
5.めあて 
6.決まっていること 
 
 
 
 
 
 

○挨拶などは短時間にま
とめ、展開の時間を確保
する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

タブレット 
掲示物 

 

展

開 

35 

分 

7.柱１[出し合う] 
○前時のミニ学級会
で決まったことを
発表する。 

 
〔比べる〕 
○出ている意見から
よりよい意見を考
える。 

 
 
 
[まとめる] 
〇出た意見の中から
合意形成を図る。 

 
 
 
 
 
 
 
8.柱２[出し合う] 
○個人の考えをタブ
レットに記入する。 

 
〔比べる〕 
○出ている意見から
よりよい意見を考
える。 

[まとめる] 
〇出た意見の中から
合意形成を図る。 

 
○グループの意見は本時
までにタブレットで提
出し、全員が見られるよ
うにしておく。 

 
 
○話のつながりを意識さ
せる。 

 
〇出た意見は「よさ」「課
題」「解決案」の３つに分
けて、短冊に書く。 

 
〇[まとめる]に入る前に、
司会に本時の議題と決
まっていることを再確
認させる。 

○司会に結論への道筋を
示させる。 

○司会が示した道筋に対
して、意見や考えがあれ
ば発表させる。 

 
○柱①で決まった内容を
元に、柱②を決める。 

 
○必要なら個人の考え、グ
ループで話し合う時間
を設けさせる。 

 
 
○同意・提案・質問を中心
とする話合いをさせる。 

タブレット 
掲示物 

 
 
 
 
 
〇議題、提案理由、
条件、それぞれ
の意見から多角
的に考え、折り
合いをつけなが
らよりよい意見
を考える。 

【思考・判断・表
現】 

（発言・学級会ノ
ート） 

終
末 
５ 
分 

9. 振り返り 
〇今日の活動の振り
返りを学級会ノー
トに書く。 

10.終末助言 

○ふりかえりの観点をも
とに、次の話合いに前向
きな思いがもてるよう
に助言をする。 

学級会ノー
ト 

 

議題 雨の日の休み時間を楽しく過ごそう。 

提案理由 雨の日に廊下やワークスペースで走る人が多いか
ら、楽しく安全に過ごせるようにしたい。 

決まっていること 全員で取り組めること 
         教室かワークスペースでできること 

めあて いろいろな角度から考えよう。 
    司会は話をまとめられるように努力しよう。 
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１０ 事後の活動 

日時 児童の活動 指導上の留意点 
評価規準 

【観点】（評価方法） 

１２月～ 

（荒天時） 

 

〇学級会で決まっ

たことに取り組

む。 

〇決まったことを実践して

いく中でよいことや改善

した方がよいところを考

えさせる。 

〇クラスみんなで決めた

ことを協力し合って、実

践している。 

【主体的に取り組む態度】 

（活動の様子） 

 

１１ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２ 座席表（省略） 

  

議
題 

提
案
理
由 

め
あ
て 

決
ま
っ
て
い
る
こ
と 

柱
１ 

柱
２ 案

① 
案
② 

案
③ 

案
① 

案
② 

案
③ 

～
が
よ
い
。 

～
が
よ
い
。 

～
が
よ
い
。 

～
が
よ
い
。 

～
が
よ
い
。 

～
が
よ
い
。 

～
な
と
こ
ろ
が
課
題
。 

～
す
れ
ば
解
決
。 

～
な
と
こ
ろ
が
課
題
。 

～
す
れ
ば
解
決
。 

～
な
と
こ
ろ
が
課
題
。 

～
な
と
こ
ろ
が
課
題
。 

～
す
れ
ば
解
決
。 
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7. 令和５年度１年生 研究授業     
 「６年生へありがとうを伝える方法を考えよう」 

参観の視点 授業の特色 事後研究会 

１年 議題「６年生へありがとうを伝える方法を考えよう」 

●参観の視点 授業の特色 

 

 

特色１：意見をつなげる 

●事後研究会 

①理由を充実させるために 

授業を見ている中で意見が光っていると思ったのは、どんな意見でしたか?相手意識や

経験の重要性が目立ったかもしれません。 

⬧ 相手意識をもっている 

「○年生は、～だから。」「□の立場になると・・・」 

⬧ 経験から考える 

 「○年生の時には、やってみると・・・」 

②つなげる 

話合いに欠かせないのは、意見についてのレスポンス（反応・返事）があるか 

⬧ その意見についてどう思うか（賛成？反対？理解できない？） 

⬧ 質問や疑問に対して応える → その応えで理解できたのか 

A「○○ってなんですか」 B「○○とは□□です」 A「わかりました」 

③合意形成の経験を積ませる 

多数決に偏らない合意形成の経験を積ませることが重要です。 

⬧ まとめが終わってから、どんな合意形成ができていたのかを振り返る 

A と Bから発想の違う Cを生みだした 

例：「鬼ごっこ」と「サッカー」→○年生にアンケートをとろう 

A と Bで順番を付けて行った 

  例：「野球」にします。「サッカー」は次の休み時間でやりましょう 

相手意識をもたせる効果性 

普段の授業で意見があちこちにとんでしまうことはありませんか。 
そこで、今回は、出た意見に反応し、その意見に対する意見を出すことで展開
を分かりやすくする取組をされます。 

他の学年、転校生、保護者、先
生など誰の気持ちが考えながらで
きるかを注意して参観をします 
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指導案 

学級活動（１） 学習指導案 

 

１ 対象 第１学年 ２２名 

２ 日時 令和６年 １月１７日 水曜日 第２校時 

３ 場所 教室 

４ 題材 「６年生へありがとうを伝える方法を考えよう」 

   ウ 学校における多様な集団の生活の向上 

５ 題材について 

(1) 児童の実態 

     本学級の児童は、素直で何事にも前向きに取り組み、友達のことを考えて行動できる

児童が多い。しかし、間違いを恐れて自分の意見を言えなかったり、全体の前で意見を

発表したりすることが苦手な児童がいる。また、自分の意見をもたず、話合いに無関心

な児童もいる。 

1 学期には、学級会とはどういうものかということについてオリエンテーションを行

った。しかし、学級会をすすめる中で、理由が言えなかったり、話合いの進め方が分か

らなかったりと、難しそうにしていた。そこで、２学期は、型を定着させ、話合いを細

分化し、今何を発表するべきなのか順を追って確認してきた。そうすることで、学級会

がスムーズに進行できるようになってきた。また、学級会を重ねるごとに、できること

が増えるよう意識して取り組んでいる。例えば、「自分の意見と理由が伝えられる」「友

達の意見を聞いて、友達の考えを受け入れたり、自分の考えを変えたりする」ことであ

る。２学期の後半からは、司会・黒板も自分たちで挑戦し、意欲的に取り組んでいる。

１年生で学級会に必要な基本的な力を身につけ、２年生でも、自分たちで話合いができ

るようにしていきたい。 

（２）題材設定の理由 

     本時の議題は、「６年生へありがとうを伝える方法を考えよう」である。この議題にな

った経緯として、学級会で話合いたい議題をロイロノートで募集したところ、「６年生に、

そうじや南っ子タイムでたくさんお世話になったから、楽しませたい。」「小学校生活最

後なので、中学生になる前に、楽しんでほしい。」「もうすぐ卒業するから、ありがとう

の気持ちを最後に伝えたい。」という意見が多かったことがきっかけである。 

     取組をする条件として、「６年生と一緒に楽しめて、喜んでもらえること」「みんなで

協力してできること」の２つを設定した。一つ目の条件では、遊びやお楽しみ会だけで

なく、手紙やプレゼントなど、様々な意見が出ると考える。方法も１つに限らず、意見

と意見を合わせるなどして、様々な方法で、ありがとうを伝える方法を考えさせたい。 

     また、今回は、話合いの柱を２本立てている。一つ目の柱で、ありがとうを伝える方

法を考え、二つ目の柱では、具体的に何をするのかを考えていきたい。一つ目の柱では、

ありがとうを伝える方法は１つに決める必要はないため、容易に決まると予想される。

したがって、二つ目の柱を中心に話合いをしていきたい。 

（個人情報保護のため省略） 
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６ 第１学年及び第２学年の評価規準 

よりよい生活を築くための 

知識・技能 

集団や社会の形成者として

の思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を

よりよくしようとする態度 

⬧ ６年生に感謝の気持ちを

伝えるために他者と協働

して取り組むことの意義

を理解している。 

⬧ 話合いの進め方に沿った

意見の発表の仕方や他者

の意見の聞き方を理解

し、活動の方法を身に付

けている。 

⬧ ６年生に感謝の気持

ちを伝えるために、

問題を発見し、解決

方法について話合い

の進め方に沿って合

意形成を図り、仲良

く助け合って実践し

ている。 

⬧ ６年生に感謝の気持ち

を伝えるために、見通

しをもったり、振り返

ったりしながら、自己

の考えをもち、役割を

意識して集団生活に取

り組もうとしている。 

７ 事前活動 

日時 児童の活動 指導上の留意点 評価規準 
【観点】（評価方法） 

９月 
中旬 

２学期の係活動を考えよ
う。 

学級会の基本的な流れや
型の共通理解を図る。 

学級会の流れを理解し、自分の
意見を言おうとしている。【思
考・判断・表現】（発言・観察） 

１ １
月 中
旬 

みんなが仲良くなれる取組
を考えよう。 

自分の意見に対して明確
な理由が言えるようにす
る。 
司会・黒板の役割を確認し
ながら進行する。 

議題や決まっていることに着
目して、取組を考えている。【思
考・判断・表現】（発言・観察） 

１ ２
月 初
旬 

お楽しみ会でする遊びを決
めよう。 
（前日に司会グループと進
行や記録を確認） 

友達の意見を受け入れ、折
り合いをつけて考えるよ
うにする。 

友達の意見を受け入れ、自分の
考えを明確な理由とともに伝
えることができる。【思考・判
断・表現】（発言・観察） 

１ ２
月 中
旬 

休み時間にみんなが笑顔に
なれる遊びを考えよう。 
（前日に司会グループと進
行や記録を確認） 

提案理由や決まっている
ことに立ち返り、意見をま
とめられるようにする。 

議題に対して、自分の意見を意
思表示しながら、遊びを考えて
いる。【思考・判断・表現】（発
言・観察） 

１月 
初旬 

係活動の取り組み方を考え
よう。 
（前日に司会グループと進
行や記録を確認） 

自分の立場を明確にし、一
人一人が自分の考えを主
張できるようにする。 

自分の立場を明確にし、自分の
考えを伝え、全員が納得できる
ような取り組み方を考えてい
る。【思考・判断・表現】（発言・
ワークシート） 

１月 
初旬 

６年生にありがとうを伝
える方法を考えよう。 
（前日に司会グループと
進行や記録を確認） 

友達の意見に反応しなが
ら聞き、自分の意見を、
理由を付けて伝え、折り
合いをつけながら、話合
いを収束させる。 

友達の意見に反応しながら聞き、

自分の意見を、理由を付けて伝え、

折り合いをつけながら、話合いを

収束させることができる。【思考・

判断・表現】（発言・ワークシート） 
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８ 本時のねらい 

友達の意見に反応しながら聞き、自分の意見を理由を付けて伝え、折り合いをつけながら、

話合いを収束させることができる。（思考・判断・表現） 

 

９ 本時の展開 

 児童の活動 指導上の留意点 資料 目指す児童の姿 
【評価方法】(観点) 

導
入 
５
分 

[確認] 
1.はじめのあいさつ 
2.議題 
3.提案理由 
4.先生からのお話  
5.めあて 
6.決まっていること 
 
 
 
 
 
 
 

○学級全員が話し合う内
容を確認し、共通理解を
図る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

掲示物 
学級会ノ
ート 

 

展
開 
35 
分 

7.柱１ [出し合う] 
○下の手順に従って
意見を比べ合う。 

 
出し合う 疑問 
心配 賛成 
[まとめる] 
〇出た意見の中から
合意形成を図る。 

 
○柱２の自分の考え
を学級会ノートに
書く。 

8.柱２ 〔出し合う〕 
出し合う 疑問 
心配 賛成 
[まとめる] 
〇出た意見の中から
合意形成を図る。 

○「出し合う」で、できる
だけたくさん意見が言
えるように促す。 

○意見を言うときは、必ず
理由を付けて言えるよ
うにする。 

○友達の意見での疑問点
をなくすことで、全員が
友達の意見を理解でき
るようにする。 

○「心配」の意見しかでな
かった考えは、省くこと
で選択肢を絞り、考えや
すくする。 

○出た意見は、教師が短冊
に書き、書記が黒板に貼
り付け、意見を整理させ
る。 

○話合いの軸がずれたと
きは、教師が助言する。 

○必要であれば、ペアで話
し合い、考えを整理する
時間を設ける。 

掲示物 
学級会ノ
ート 

 
 
 
 
 
〇友達の意見に反応
しながら聞き、自
分の意見を、理由
を付けて伝え、折
り合いをつけなが
ら、話合いを収束
させることができ
る。 

【思考・判断・表現】 
（発言・学級会ノー
ト） 

終
末 
５ 
分 

9. 振り返り 
〇今日の活動の振り
返りを学級会ノー
トに書く。 

10.終末助言 

○ふりかえりの観点をも
とに、次の話合いに前向
きな思いがもてるよう
に助言をする。 

学級会ノ
ート 

 

議題 ６年生にありがとうを伝える方法を考えよう 

そうじや南っ子タイムでたくさんお世話になったから、楽
しませたいから。 
もうすぐ卒業するから、ありがとうの気持ちを最後に伝え
たいから。 

６年生と一緒に楽しめて、喜んでもらえること 
みんなで協力してできること 

全員１回は自分の考えを言おう。 
友達の考えを聞いて、自分の考えと比べよう。 
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１０ 事後の活動 

日時 児童の活動 指導上の留意点 
評価規準 

【観点】（評価方法） 

１月下旬 

 

 

〇学級会で決まっ

たことに取り組

む。 

〇決まったことを実践して

いく中でよいことや改善

した方がよいところを考

えさせる。 

〇クラスみんなで決めた

ことを協力し合って、実

践している。 

【主体的に取り組む態度】 

（活動の様子） 

 

１１ 板書計画 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１２ 座席表（省略） 

  

議
題 

提
案
理
由 

め
あ
て 

決
ま
っ
て
い
る

こ
と 

出
し
合
う 

疑
問 

心
配 

賛
成 

柱２ 案 
１ ２ ３ 

～
だ
か
ら
。 

～
な
と
こ
ろ
が

心
配
。 

理
由 

心
配 

３ 柱１ ２ １ 

～
だ
か
ら
。 

～
だ
か
ら
。 

～
だ
か
ら
。 

～
だ
か
ら
。 

～
だ
か
ら
。 

～
な
と
こ
ろ
が

心
配
。 

～
な
と
こ
ろ
が

心
配
。 

～
な
と
こ
ろ
が

心
配
。 

～
な
と
こ
ろ
が

心
配
。 

～
な
と
こ
ろ
が

心
配
。 
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8. 令和５年度による学級会活動（１）の型 

全学級で、同じ仕方で話合いを進めていく中で、学級活動（１）の１つの型が定まってきた。

下記に計画委員会と学級会についての定まった型について記述する。 

○学級会まで（計画委員会）について 

 司会グループ 学級 

ミニ会議 ・議題を決める 

・提案理由をまとめる 

・決まっていることを確認す

る 

 

  ・議題への意見を提出する 

   

計画会議 ・司会などの分担をする 

・意見を確認する 

・学級会の流れを確認する 

・想定される展開を考える 

・理由を考える 

・クラスの意見を確認する 

 

 

 

○学級会について 

 型 流動的 助言ポイント 

⬧ はじめに 
⬧ 司会・書記紹介 
⬧ 議題確認 
⬧ 提案理由確認 
⬧ めあての確認 

⬧ めあては話合いのス
キルに関わることに
する 

 

⬧ 「先生から」をど
こにもっていく
か 

⬧ 共通の土台にの
せる 

⬧ 出し合う ⬧ 事前に意見を集めて
おく 

⬧ 板書の色分けをする 

⬧ 細分化する 
疑問  賛成  心配 
提案 

⬧ 重要意見をひろ
う 

⬧ 議論がずれたと
きの修正 

⬧ 少数派の意見 

⬧ 比べ合う ⬧ 板書に残す 
 

 ⬧ 議論がバラバラ
にならないよう
に調整 

⬧ まとめる ⬧ 司会に提案権をもた
せる 

⬧ しぼる数 ⬧ 合意形成の仕方 

⬧ 先生の話 ⬧ 教師だけが気付くポ
イントを褒める 

⬧ 司会グループを褒め
る 

⬧ 次回へつなげる 
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9. 令和６年度６年生 研究授業     

 「１年生と絆を深める取り組みを考えよう」 

参観の視点 授業の特色 事後研究会 

６年 議題「１年生と絆を深める取り組みを考えよう」 

●参観の視点 

 

 

 

 

○６年生の特色 

 事前委員会を設け、当日の司会、書記を児童が行う。（児童自身で話をまとめる力の育成

をねらう。） 

 話合いを２本柱とし、大きな活動の話合いから、細かな活動計画へ詰めていく。 

 話合いノートを活用し、自分の意見やふりかえりを整理しやすくする。（今回はロイロでし

ます。） 

 意見・理由・心配・改善案を細分化し検討しやすくする。 

●事後研究会 
 
 
 
 
 
 
○教師の介入 
 論点整理 共通の土台 
 不明確な意見を明確化（今回だと、いいところを知る方法について） 
○発言量を増やす工夫 
 ・普段の授業で中間層が話せる環境→発言することが当たり前にする 
 ・グループで話したら必ず代表者が発言する 
   グループやペアでの活動には必ず、目的意識を！ 
○司会力の向上 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

今回の研究授業では 

流れをつかむ！（型と柱２本） 
を意識して、見学してください。 

○すぐにできる事 

 ・児童にまだ当たっていない児童に発言させる 

 ・聴衆に反応を求める 例：「○○の意見についてはどうですか」 

○能力向上までに時間がかかること 

 ・論点を明確にして進めさせること 

 例：「○○についての意見はありませんか」「□□ついて話し合っていますが、他にありませんか」 

   黒板にある文字を指さしながら「これについて意見はありませんか」 

他者意識・自分事・切実性 
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指導案 

学級活動（１） 学習指導案 

 

１ 対象 第６学年 29名 

２ 日時 令和５年 ５月 13日 月曜日 第３校時 

３ 場所 教室 

４ 題材 「1年生と絆を深める取り組みを考えよう。」 

    ウ 学校における多様な集団の生活の向上 

５ 題材について 

(1) 児童の実態 

     本学級の児童は積極的に自分の意見を発表できる児童、意見はもてるが自分の意見を

発表しづらい児童、話合い活動に意欲的に取り組むことがしづらい児童がいる。また、

意見についても短絡的に考えてしまうことが多く、さまざまな視点をもってみんながよ

りよくなるように考えている児童は限られている。そこで本時では①１年生という相手

意識をもつことで、より良い活動を目指すことを意識して話し合うこと②多様な意見を

出し合い、それぞれの良さを活かして合意形成を図ることを目標とし、活動を通して力

を育みたいと考える。 

（２）題材設定の理由 

題材を設定する上で大切にしたいことは「ポジティブに考えられるもの」「相手意識を

もてるもの」である。運動会では兄弟学級競技があり、また、最高学年としての自覚を

もつ上で「1年生」という相手意識をもった話合いをさせたい。また、「絆を深める取り

組み」を議題とし、条件を「1 年生のことを知り、6 年生のことを知ってもらえる活動」

とすることで、6年生の名前を覚えてもらう、1年生の名前を覚えるといった目的をもっ

て、ただ遊ぶだけの時間にならないことを意識して活動を考えたい。 

また、決定した活動に応じて話合いの柱 2 で計画を立てていくが、その際は「出し合

う」や「比べる」といった整理されたプロセスではなく、あえて前の意見につなげて自

分の意見を発表していくことで、学級で合意形成を図ることに取り組みたい。これは、

スピーディに計画を立て、まず活動に取り組み、改善点を次に活かしてさらに話合うと

いう、活動と活動をつなげる PDCAサイクルを考えていきたいからである。 

６ 第５学年及び第６学年の評価規準 

よりよい生活を築くための 
知識・技能 

集団や社会の形成者としての 
思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を
よりよくしようとする態度 

・みんなで楽しく豊かな学

級や学校の生活を作るた

めに他者と協働して取り

組むことの意義を理解し

ている。 

・合意形成の手順や深まり

のある話合いの進め方を

理解し活動の方法を身に

つけている。 

・楽しく豊かな学級や学校の

生活を作るために、問題を発

見し、解決方法について多様

な意見の良さを生かして合

意形成を図り、信頼し支え合

って実践している。 

・楽しく豊かな学級や学校

の生活を作るために、見

通しを持ったり振り返っ

たりしながら自己の良さ

を発揮し、役割や責任を

果たして集団生活に取り

組もうとしている。 

（個人情報保護のため省略） 
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７ 事前活動 

日時 児童の活動 指導上の留意点 
評価規準 

【観点】（評価方法） 

4 月
23日 

学級をより楽しくする活動を
考えよう。 

相手を学級に設定し、
楽しくする活動を考
えることで、積極的に
意見を出し合う素地
を作る 。 

・議題、提案理由、条件、
それぞれの意見から多
角的に考え、折り合いを
つけながらよりよい意
見を考えている。 

【行動観察】 
（思考・判断・表現） 

5 月
2日 

クラスの「のびしろ」を考えよ
う。 

自分たちの課題を「伸
びしろ」と捉えること
でポジティブな思い
をもって意見を出し
合いつつ、様々な意見
の中で優先順位をつ
けるなど、合意形成を
図る。 

・議題、提案理由、条件、
それぞれの意見から多
角的に考え、折り合いを
つけながらよりよい意
見を考えている。 

【行動観察】 
（思考・判断・表現） 

５月
９日 

学級のキャラクターをつくろ
う。 

自分たちの目標とし
たいことを学級のキ
ャラクターに反映さ
せ、意識づけさせる。 

・議題、提案理由、条件、
それぞれの意見から多
角的に考え、折り合いを
つけながらよりよい意
見を考えている。 

【行動観察】 
（思考・判断・表現） 

 

本時に向けての事前活動 

日時 児童の活動 指導上の留意点 
評価規準 

【観点】（評価方法） 

５月１０

日 

朝休み 

・事前委員会とし

て司会、副司会、

書記で話合う内

容を決める。 

・学級の現状を考え、優先

順位を考えて、意見箱か

ら議題を選ぶ。 

・合意形成の手順や深まり

のある話合いの進め方

を理解し活動の方法を

身につけている。 

【行動観察】（知識・技能） 

５月１０

日 

中間休み 

・学級会の柱１に

ついて、自分の

意 見を提 出す

る。 

・本時の議題から、ただ遊

ぶのではなく、１年生の

ことを知ったり６年生の

ことを知ってもらったり

することができる活動を

考えるよう声かけをす

る。 

・みんなで楽しく豊かな学

校の生活を作るために意

欲的に意見をもとうとし

ている。【行動観察】（主体

的に学習に取り組む態度） 

５月１０

日 

昼休み 

・司会、副司会、書

記で、全員の意

見をもとに学級

会の見通しをも

つ。 

・出た意見に目を通し、ど

のような話合いになりそう

かや、どのようにまとめら

れそうか等、事前に見通し

をもたせる。 

・合意形成の手順や深まり

のある話合いの進め方

を理解し活動の方法を

身につけている。 

【行動観察】（知識・技能） 
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８ 本時のねらい 

議題、提案理由、条件、それぞれの意見から多角的に考え、折り合いをつけながらよりよい意見

を考える。（思考・判断・表現） 

９ 本時の展開 

議題 1 年生と絆を深める取組を考えよう。 

提案理由 運動会の兄弟学級競技を盛り上げるために、1 年生との絆を深めていきたいから。 

話合いの 

めあて 

たくさんの視点から折り合いをつけ、よりよいアイデアをみんなで考えよう。 

決まって

いること 

みんなが取り組め、1 年生との絆が深められるもの。 

 児童の活動 指導上の留意点 資料 目指す児童の姿 

【評価方法】(観点) 

導

入 

５

分 

1. 始めの挨拶 

2. 司会の紹介 

3. 議題・提案理由・

めあての提示 

4. 先生から 

・挨拶などは短時間にまとめ、展開の時

間を確保する。 

 

 

・「絆が深まる」の意味を考え、ただ遊

ぶのではなくお互いを知れる活動を

話合えるよう助言する。 

タ ブ

レ ッ

ト 

掲 示

物 

 

・議題、提案理由、条件、そ

れぞれの意見から多角的

に考え、折り合いをつけ

ながらよりよい意見を考

えている。 

【行動観察】 

（思考・判断・表現） 

展

開 

35 

分 

5. 話合い 

話合い 

【柱１】「1 年生と絆を

深める活動を考えよ

う」 

〔出し合う〕 

・事前に考えた個人の

提案と理由を出し合

う。 

 

 

・出た意見の心配な点

を出し合う。 

・心配な点を踏まえた

改善案を出し合う。 

 

〔比べる〕 

・出ている意見からよ

りよい意見を考え

る。 

 

 

 

 

 

 

〔まとめる〕 

 

 

【柱２】「活動の計画を

たてよう」 

・いつ、どこで、何を、

どのようにおこなう

か考える。 

 

 

・個人の意見は本時までにタブレット

で提出し、全員が意見をもって学級

会に臨むようにする。 

・意見を発表するときは必ず理由も発

表させる。 

・板書を意見は児童、理由は教員が書く

ことで、板書を活用しながら話合い

に集中できるように配慮する。 

 

 

・「比べる」際は意見や理由をシートに

まとめて黒板に掲示することで、考

えを整理しやすくする。 

・必要に応じて、どの意見に自分の考え

が近いか挙手させることで現状を把

握させ、少数の意見も意識させなが

らまとめにつなげる。 

・それぞれの意見のよさを踏まえ優先

順位や取り組み方を工夫することを

目指させる。 

・状況に応じて司会がとりまとめ、柱２

へ移る。 

 

・柱 1 の内容を具体化していくが、必

要に応じて教員から留意点を先に児

童に示し、計画に無理が出ないよう

にする。 

・柱 2 では最初から意見をつなげてい

くなかで合意形成を図る。教員は司

会や書記に助言し、一定の意見が固

まればまとめ、次に繋げていくこと

を支援する。 

  

終

末 

５ 

分 

6. 終末助言 

 

 

 

7. 終わりの挨拶 

・ふりかえりの観点をもとに、次への話

合いに前向きな思いがもてるように助

言をする。 

・自分の意見をもてたか、よりよい意見

を考えることができたか、話合いに

積極的に参加できたかの観点をもと

に振り返る。 
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１０事後の活動 

日時 児童の活動 指導上の留意点 
評価規準 

【観点】（評価方法） 

未定 話し合いで決まっ

た内容について実

践する。 

・自分達だけでなく、１年生

の様子も見ながら活動に

取り組むことを指導す

る。 

・楽しく学校の生活を作る

ために、見通しをもって自

己の良さを発揮し、役割や

責任を果たして集団生活

に取り組もうとしている。 

【行動観察】（主体的に学

習に取り組む態度） 

活動後 実践の内容をふり

かえる 

・次により楽しく活動する

ためにはどのようなこと

を決めておかなければな

らないかを意識して話し

合わせる。 

・より楽しく豊かな学級や

学校の生活に向けて、振り

返りながら自己の良さを

考え、役割や責任を果たし

てよりよい集団生活に取

り組もうとしている。【行

動観察】（主体的に学習に

取り組む態度） 

 

１１板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２ 座席表（省略） 

 

 

 

 

 

議
題 

 
 提

案
理
由 

 
 決

ま
っ
て
い
る
こ
と 

・ ・ 出
し
合
う 

  

比
べ
る 

   

決
ま
っ
た
こ
と 
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10. 令和６年度つくし 研究授業     

 「お楽しみ会の相談をしよう」 

参観の視点 授業の特色 事後研究会 

 つくし 議題「お楽しみ会の相談をしよう」 

●参観の視点 

 

 

 

●つくしの特色を紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業研では、 
お楽しみ会で活動したいことを出し合います。柱は２つの予定です。 
・柱１は、どんな活動にするか決める。 

  →前日までにどんな活動をしたいか考えさせ、ロイロノートに記入。 
・柱２は、活動の計画を考える。 です。 

→グループで計画。 
→高学年で核となる児童を各グループに配置。 

学年や特性の違いを踏まえつつ、自分事として話合いに参加できるようにしていきたい。  

●事後研究会 
○合意形成に至るまでに 
 合意形成とは、意見の一致を図ること。特に議論などを通じて、関係者の根底にある多様
な価値を顕在化させ、意思決定において相互の意見の一致を図る過程。 
 具体的に言うと、 
・根拠をもって伝える：決まっていること 季節など 
  今授業では、「２時間でできるか」「夏しかできない」 
・他者意識：だれを中心に考えるか 
  今授業では、「６年生が最後だから、その意見を大切にしたい」「水が苦手な人でも・・・」 
・妥協点を見つける 
  今授業では、水嫌いでも傘を使える 

○発表が苦手な子でも 
・視覚化されている 
  今授業では、ICTによって議論の場所が明確化されている 
  （文字で分かる 色で分かる 変化が見えるなど） 
・自信を持って発表できる 
  今授業では、読めば、意見を伝えられるものがある 

今回の研究授業では 

異年齢による話合い 共通の土台から自分事へ 
を意識して、見学してください。 

１回目の学級会の板書で

す。「校外学習で何をする

か」考えました。 

５つの場所からしたいと

ころを「出し合った」後、

２～３の活動に絞りまし

た（「比べる」）。限られた時

間の中で、どのように回れ

ば効率がよいか、また、自

分だけでなく、友達の思い

も大切にしている意見も

出ました。 
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指導案 

学級活動（１） 学習指導案 
 
 

１ 対象 つくし１組５名、つくし２組５名、つくし３組６名 
２ 日時 令和６年６月１４日金曜日 第２校時 
３ 場所 教室 
４ 題材 「お楽しみ会の相談をしよう」 

     ウ 学校における多様な集団の生活の向上 

５ 題材について 

(1) 児童の実態 

   つくし学級の児童は、自分の考えをまとめて分かりやすく発表したり、大人数の前で意

見を発表したりすることが難しい児童が多い。そして、みんなの前で話をする際には、横

についている教師と一対一のやりとりになることが多い。また、自分の言葉だけでは意味

が通じにくいものを、大人とのやりとりを通し、意味の分かるものにする話し方の児童が

多い。 

また、大勢の中で集中して話を聞いたり、大事なことを漏らさずに聞いたりすることが

苦手である。自分事として話を捉えて聞くことができない児童もいる。 

そこで、写真を見ながら自分の思いを気軽に出したり、友達のことを知り自分とつなが

りをもったりする場として「昨日のニュース」、人前で話したり他者評価するために友達

の話を聞いたりする場として「学期・活動ごとのめあてや振り返り」の時間を大切にして

いる。教師が橋渡しを行う中で、一対一の世界から一対多数のやりとりを経験さ せ、友

達関係を豊かにさせることをねらいとして取り組んでいる。話合い活動においては、児童

が興味をもち、自分事として捉えられる議題を設定することで、相手を意識して話した

り、共通の土台に立って友達の話を聞いたりし、積極的に話合いに参加できるようにして

いきたい。また、発達段階や特性を考慮し、それぞれの児童に合った個別の目標を設定

し、達成できるように支援していきたい。 

 

(2) 題材設定の理由 

一昨年度の２学期より、「個人の学期の目標」を立て、みんなの前に出て達成度の振り返

りをしている。そして、一人一人が自分の頑張りや友達からの励ましを受けて目標が達成

できた時には、「お楽しみ会を開く」ことにし、頑張った先にはみんなで楽しいことがある、

という見通しをもって取り組めるようにしてきた。このお楽しみ会をどんな内容にするか

という話合いなら、児童が楽しみに感じるものであり、「自分事」として話合いに参加でき

ると考え、今回の議題として設定した。 

取組をする条件として｢みんなが楽しめること｣｢２時間を使ってすること｣の２つを設定

した。自分がしたいことだけでなく、みんなができることか、楽しめることか、というこ

とについて、意見を出し合い、しっかり話合わせたい。 

    今回は、話合いの柱を２本立てている。一つ目の柱で、お楽しみ会の内容を考え、二つ 

目の柱で、お楽しみ会の具体的な計画を考えていきたい。一つ目の柱は、昨年のお楽しみ

会の話合いも思い出しながら考え、決定しやすいと思われる。その後、高学年を中心にし

てグループで二つ目の話合いをしていきたい。 

（個人情報保護のため省略） 
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６ 児童の姿と個別の課題設定 

 学年・児童名 児童の姿 個別の課題設定 

つ
く
し
１
組 

４年  

いろいろな学習や活動に前向きに取り組む 
ことができる。先生や友達の話を聞いて、

話合いに参加し、自分の考えを発表するこ
とができる。 

議題を理解し、今までの経験をもとに、理
由をつけて自分の考えを発表することがで

きる。 

５年  
自分の考えを積極的に出すことは少ない

が、先生や友達の話を聞いて考えをもつこ
とはできる。 

議題を理解し、友達の考えを聞きながら自

分の考えをもつことができる。自分なりの
方法で、考えを表すことができる。 

５年  

話を聞いて、思ったことを素直に表すこと
ができる。自分の考えを積極的に出すこと

ができるが、話題に合った意見でないこと
が多い。 

議題を理解し、今までの経験をもとに、理
由をつけて自分の考えを発表することがで

きる。友達の意見を聞いて、折り合いをつ
けることができる。 

５年  

自分の考えを発表することが苦手で、授業

中ほとんど声を出すことはない。先生や友
達の話を聞き、学習に取り組むことがこと
はできる。 

友達の意見を聞きながら、自分の考えをも

つことができる。発言できなくても、 
自分なりの方法で考えを表すことができ
る。 

６年  

主体的に行動したり考えたりする力が弱
い。自分の考えを出すこともあるが、分か
りやすく伝えることが苦手である。 

今までの経験を思い出しながら、議題に合
った考えをもち、表することができる。自
分の考えを分かりやすく表すことができ

る。 

つ
く
し
２
組 

２年  

人数が多いと話合いに参加できないことが

多い。離席することもある。個別に聞くと
答えられることもある。友達にはえらそう
な言い方をしてしまう。 

グループでの話合いで、教師の支援を元に

自分の意見をもち、伝えることができる。
（選択する数を減らす） 

２年  

学習内容をよく理解していて、話合いでも
意見を伝えることができる。場の様子が理

解できず、場に合った行動ができないこと
がある。 

根拠をもって自分の意見を伝えることがで
きる。また、友達の意見と自分の意見を比

較して発言できる。 

３年  
人数が多いと話合いに参加できないことが

多い。大人の目があると、離席することも
ある。個別に聞くと答えられることもある。 

グループでの話合いで、教師の支援を元に

自分の意見をもち、伝えることができる。
（選択する数を減らす） 

４年  

そのときの調子によって、話を聞けていな
いことがある。思いついたことを不規則に
発言することがある。 

話合いのルールを守り、根拠をもって自分
の意見を伝えることができる。また、友達
の意見と自分の意見を比較して発言でき

る。 

５年  

自分の意見をもち、積極的に話合いに参加
できる。友達の意見も取り入れながら発言

できるようになってきた。 

これまでの経験を元に根拠をもって自分の
意見を伝えることができる。また、友達の

意見も取り入れながら、内容を考えること
ができる。 

つ
く
し
３
組 

２年  

自分が言いたいと思う時には、発言しよう
とするが、言葉だけで質問されたり、聞か
れたりしても当を得た答えを言うことがで

きない。 

話し合っている内容が理解できているか確
認しながら、友達の意見と自分の意見を比
較して発言できる。 

２年  
自分がしたいと思ったら、だめだと言った

ことでも、やってしまうことが多く、一人
で行動することが多い。 

一斉授業に落ち着いて参加することができ

る。自分の言いたいことだけでなく、友達
との意見についても考えて発言できる。 

２年  

人を待ったり、人に合わせたりできないの

で、自分ができそうなことは、話を聞かず
に先々やってしまい、間違っていてもやり
直さない。 

自分の意見を言うだけでなく、友達の意見

を聞いて、友達の意見の良さを知って意見
を合わせたり話の折り合いをつけたりする
ことができる。 

３年  

思ったことやしたいと思ったことを、すぐ
にする。周りの雰囲気を感じることができ
ない。他の人が注意されていたら、その注

意されたことと同じことをするので、みん
なから責められることが多い。 

友達の意見と根拠を聞いて、友達の意見を
理解することができる。友達の意見の根拠
を理解した上で、自分の意見を言うことが

できる。 

５年  

自分に自信が無かったり、意欲が薄かった
りするため、自分の意見を持って発言する
ことが苦手である。 

自分の意見が言えると共に、友達の根拠を
聞いた後も自分の意見やその理由を持つこ
とができる。 

５年  
周りの様子をよく見て考えた発言をするこ
とができる。 

友達の意見を生かして、話合いをまとめよ
うとする意見を考え、話合いを盛り上げよ

うとすることができる。 

個別に応じた児童の

姿を記入（省略） 

話合いの中での個別

の課題を設定し、目

標を記入 

（省略） 
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７ 事前活動 

日時 児童の活動 指導上の留意点 
評価規準 

【評価方法】（観点） 

５月２０日 

１校時 

校外学習の内容を考

える。 

昨年の校外学習の時間の

流れや活動の様子を写真

で振り返りながら、校外学

習でしたいことを自由に

出し、話合うようにする。 

校外学習でしたいことに

ついて理由をつけて発表

している。 

【発言・行動観察】 

（思考・判断・表現） 

６月７日 

１校時 

お楽しみ会の見通し

をもつ。 

これまでにお楽しみ会で

してきたことをふり返り、

お楽しみ会についての気

持ちを高める。 

今までのお楽しみ会を思

い出し、考えている。 

【発言・行動観察】 

（思考・判断・表現） 

６月１０日 

１校時 

お楽しみ会でしたい

ことを考える。 

お楽しみ会でしたいこと

について理由をつけて考

え、ワークシートに記入す

る。お楽しみ会へのイメー

ジを持たせる。 

お楽しみ会でしたいこと

について理由をつけて考

えている。 

【発言・行動観察】 

（思考・判断・表現） 
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８ 本時のねらい 

友達の考えを知り、自分の考えを伝えることができる。(思考・判断・表現) 

 

９ 本時の展開 

議題 みんなが楽しめるお楽しみ会について考えよう。 

提案理由 １学期の目標を達成できたお祝いをみんなでしたいから 

話合いの 
めあて 

友達の考えを知り、自分の考えを伝えよう。 

決まっている
こと 

・２時間を使ってする。 
・全員が楽しめること 

 
児童の活動 指導上の留意点 資料 

目指す児童の姿 

【評価方法】(観点) 

導

入 

５

分 

1. 始めの挨拶 

2. 議題・提案理由・ 

めあての提示 

 

・話合う内容を確認し、共通理解を図

る。 

・司会、黒板係は教師が担当する。 

昨 年 の

お 楽 し

み 会 の

写真 

 

展

開 

35 

分 

3. 話合い 

＜柱１＞ 

お楽しみ会の内容に 

ついて考える。 

〇出し合う 

 プール 水遊び 

 調理 おばけやしき 

〇比べる 

  

○まとめる 

 出た意見の中から合

意形成を図る。 

 

＜柱２＞ 

お楽しみ会の計画を立

てる。(時間配分､やり

方、ルール等) 

 

4. 振り返り 

・事前に自分の意見をもち、進んで発表

できるようにする。発表しにくい児童

は、教師から紹介する。 

・理由をつけて意見を発表できるよう

にする。 

・友達の意見に対しての疑問や不安点

をなくすことで、全員が友達の意見を

理解できるようにする。 

・出た意見は、教師が板書で整理する。 

・今までの経験をもとに、高学年を中心

にグループで話合う時間を持つ。 

・提案理由や決まっていることを確認

し、議題に沿った話合いができるよう

に助言をする。 

ロ イ ロ

ノート 
・友達の考えを知り、自

分の考えを伝えるこ

とができる。 

【発言・行動観察】 

（思考・判断・表現） 

終

末 

５ 

分 

5. 終末助言 

 

6. 終わりの挨拶 

・振り返りの観点をもとに、次の話合い

に前向きな思いがもてるように助言

をする。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 



47 

 

１０事後の活動 

日時 児童の活動 指導上の留意点 
評価規準 

【評価方法】（観点） 

６月１７

日の週 

お楽しみ会の具体

的な計画を立て

る。 

時間の流れ、ルールなど、

みんなが楽しめるお楽し

み会になるように、話合わ

せる。 

お楽しみ会の目的を意識し、お

楽しみ会の計画について話し

合っている。【発言・行動観察】 

（思考・判断・表現） 

７月１０

日ごろ 

 

お楽しみ会を開

く。 

お楽しみ会の目的を意識

しながら、みんなで楽しめ

るようにする。 

ルールを守るなど、みんなが楽

しめるお楽しみ会になるよう

に行動している。 

【行動観察】（主体的に学習に

取り組む態度） 

１１板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２ 座席表（省略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議
題 

み
ん
な
が
楽
し
め
る
お
楽
し
み
会
に
つ
い
て 

 
 

 

考
え
よ
う
。 

提
案
理
由 

一
学
期
の
目
標
を
達
成
で
き
た
お
祝
い
を 

 
 

 
 

 

み
ん
な
で
し
た
い
か
ら
。 

決
ま
っ
て
い
る
こ
と 

・
時
間
は
２
時
間
（
９
０
分
） 

・
み
ん
な
が
楽
し
め
る
も
の 

〈
柱
１
〉
お
楽
し
み
会
の
内
容 

出
し
合
う 

  

比
べ
る 

   

決
ま
っ
た
こ
と 

〈
柱
２
〉
お
楽
し
み
会
の
計
画 
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11. 令和６年度３年生研究授業                 

「光りかがやけ！学習発表会」 

参観の視点 授業の特色 事後研究会 

３年 議題「光りかがやけ！学習発表会」 
●参観の視点 授業の特色 
 

 

 

 

○学級活動（２）日常の生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全」 
「身の回りの整理やあいさつなどの生活習慣」「心身の健康安全」「食育」 

○学級活動（３）一人一人のキャリア形成と自己実現 
「自己実現力」「社会参画」「主体的学習者」「学校図書の利用」 

授業の流れ「つかむ」「さぐる」「見つける」「決める」となります。 
●３年生の取組を紹介 
☆大事にしたポイント 
 いつ、どこで、何を、どのようにという視点から具体的な実践方法をみつけられるように意識 
○参観の視点 
・なりたい自分になるための実践方法について、話合いを通して、より具体的に立てる 
○期待する振り返り 
・友達のアドバイスで実践方法を具体的に考えることができた。 
・実践方法を考えるときに具体的に考えることが大切。 
・話合いを通して、自分の考えが広がり深まった。 
 
●事後研究会 
○取り組みの流れ 
理想像→目標→現実的目標→振り返り→目標の再設定→振り返り 
 
 

 
○自分事にするために 
・動画やアンケート等を活用して、イメージを明確化 
・事前に意見をもたせておく 

○グループ活動 
・目的の明確化 
 （交流 アイデアを生み出す アドバイスをもらうなど） 
 （その後の活動：１人が意見をまとめる 相手の意見を発表 紙に書くなど） 
・時間の設定 
 （思っているより短めに設定 活動の様子を見て設定） 

○板書 
  ・グループ分けなどをする ・子どもが書く場合は見えるように指導 
  ・自分の変容が見えるように足跡を残す 

今回の研究授業では 

学級活動（２）（３）の授業の仕方 

を意識して、見学してください。 

身近な理想像は、一つ上の学年！ 
最終的完成形を示す！ 

経験を積んでいけば、１回目から
現実的目標を作れます！ 

最終的な理想は、その時間で意見をもつことができることです！ 
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指導案 

 

学級活動（３） 学習指導案 

 

1. 対象 第 3学年 21名 

2. 日時 令和 6年 9月 6日 金曜日 第２校時 

3. 場所 教室 

4. 題材 「光りかがやけ！学習発表会」 

    ウ 現在の将来や目標をもって生きる意欲や態度の形成 

5. 題材について 
(1) 児童の実態 

本学級の児童は、素直で明るく元気である。３年生となり、活動が個から集団へと変
わっていく発達段階の学年になったことやクラス替えによる環境の変化、新しい教科の
学習に伴い、大きな期待や不安を抱えていた。その中でも次第に学校生活にも慣れ、当
番活動や会社活動に意欲的に取り組み、友達が困っていると優しく声をかけて協力する
場面も見られる。また、終わりの会では、「今日のかがやきＳＵＮ年生」という友達のい
いところを見つける活動を行い、お互いに認め合えるようになってきた。 
しかし、自分の考えや気持ちを相手に伝えようとしたり、自ら考えて行動したりして、

よりよい学級づくりに活かそうとする児童はあまりいない。また、自分の思いや気持ち
を優先し自分勝手な行動をする児童もいる。そこで、人権旬間①では「学級の人権目標
を考えよう」や１学期の終わりには、「１学期 SUN年生まとめの会を考えよう」などを題
材に、学級会や学年会を通して、自分も相手も大切にしながら、学校生活をよりよくし
ていく方法を考え、実践してきた。 
そこで、本時の学習では、「なりたい自分」の目標を達成するための具体的な方法を考

えさせたい。 
 

（２）題材設定の理由 
本題材は、学級活動「（３）一人一人のキャリア形成と自己実現」の内容「ア 現在や

将来に希望や目標をもって生きる意欲や態度の育成」として計画した。もう一度、自分
自身を見つめ直し、「今の自分」から、３年生として「なりたい自分」を見定め、意思決
定をすることにより、自らの考えた目標に向かって取り組む態度が育成されると期待し
ている。 
１学期の振り返りや他者が望む理想の３年生のアンケートを活用して、自分のよさや

可能性に気付かせるとともに、がんばることの大切さを理解し、話合いを通して、他者
の意見も踏まえて、自分ががんばることを意思決定できるようにしたい。一人一人取り
組む内容は違っていても、ともに「なりたい自分」の目標に向かって、努力し励まし合
って実践を積み重ねていくことで主体的に行動することを期待したい。 

 
6. 第３学年及び第４学年の評価規準 

よりよい生活を築くための 
知識・技能 

集団や社会の形成者として
の 
思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 
よりよくしようとする態度 

・働くことや学ぶことの意
義を理解するとともに、
自己のよさを生かしなが
ら将来への見通しをも
ち、自己実現を図るため
に必要な知識や行動の仕
方を身に付けている。 

・自己の生活や学習への課
題について考え、よりよ
く生きるための課題を見
いだし、解決のために話
し合って意思決定し、自
己のよさを生かしたり、
他者と協力したりして、
主体的に活動している。 

・現在及び将来にわたってよ
りよく生きるために、自分
に合った目標を立て、自己
のよさを生かし、他者と協
働して目標の達成を目指し
ながら、主体的に行動しよ
うとしている。 

 

 

（個人情報保護のため省略） 
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7. 事前活動 
日時 児童の活動 指導上の留意点 評価規準 

【観点】（評価方法） 
６月
14
日 

・学級の人権目標を考
えよう。 

・相手を学級に設定し、
よりよい学校生活を
送るための目標を考
え、意見を積極的に
出し合う。 

・議題、提案理由、条件、それぞ
れの意見から多角的に考え、
折り合いをつけながらよりよ
い意見を考えている。 

【行動観察】 
（思考・判断・表現） 

7 月
8 
日 

・１学期 SUN 年生まと
めの会を考えよう。（学
級） 

・相手を学年全員と設
定し、３年生の仲が
深まる方法について
考え、積極的に意見
を出し合ったり、実
践したりする。 

・議題、提案理由、条件、それぞ
れの意見から多角的に考え、
折り合いをつけながらよりよ
い意見を考えている。 

【行動観察】 
（思考・判断・表現） 

7 月
11
日 

・活動内容を２つに決
めよう。（学年） 

・相手を学年全員と設
定し、他学級の意見
を交流しながら、３
年生の仲がさらに深
まる活動を考え、積
極的に意見を出し合
う。 

・議題、提案理由、条件、それぞ
れの意見から多角的に考え、
折り合いをつけながらよりよ
い意見を考えている。 

【行動観察】 
（思考・判断・表現） 

７月
16
日 

・話合いで決まった内
容を実践する。（学年） 

・楽しい活動だけにな
らないように、提案
理由を大事に指導す
る。 

・楽しく豊かな学校生活を送る
ために、見通しをもって自己
のよさを発揮し、役割や責任
を果たして集団生活に取り組
もうとしている。 

【行動観察】 
（主体的に学習に取り組む態
度） 

７月
17
日 

実践の内容を振り返
る。 

・次回の活動をより充
実したものにするた
めに何が大切かを意
識して振り返りを指
導する。 

・楽しく豊かな学校生活を送る
ために、見通しをもって自己
のよさを発揮し、役割や責任
を果たして集団生活に取り組
もうとしている。 

【行動観察】 
（主体的に学習に取り組む態
度）  

 
本時に向けての事前活動 
日時 児童の活動 指導上の留意点 評価規準 

【観点】（評価方法） 
８月
２８
日 

・（予習）ロイロでのアンケ
ート 

・１学期の自分を振
り返るとともに２
学期の「理想の学
級・なりたい自分」
について考える。 

・１学期の自分を振り返り目
標を考える。 

【行動観察】 
（知識・技能） 

９月
４日 

・光りかがやけ！パワーア
ップ大作戦！ 

・予習のアンケート
を生かして、２学
期の目標を考え、
それを達成するた
めの方法を意思決
定する。 

・自分のよさや可能性を生か
しながら「なりたい自分」の
目標を達成するための方法
を考えて、意思決定ができ
る。 

【行動観察】 
（思考・判断・表現） 

９月
５日 
 

・（予習）ロイロでのアンケ
ート 

・２学期の目標を生
かし、学習発表会
に向けて「なりた
い自分」について
考える。 

・学習発表会に向けて「なりた
い自分」について考えるこ
とができる。 

【行動観察】 
（知識・技能） 
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8. 本時のねらい 

学習発表会に向けて「なりたい自分」の目標を考え、意思決定し、実践方法を考えることができ

る。（思考・判断・表現） 

9. 本時の展開 

 児童の活動 指導上の留意点 資料 目指す児童の姿 

【評価方法】(観

点) 

導入 
５分 
つかむ 

1. つかむ 
１学期を振り返
り、自分や友達、
自分達の成長に
ついて話し合い、
問題意識を高め
る。 

・１学期の自分自身を振り返
り、一人一人の成長にした
ことに気付かせ、さらなる
成長に向けての目標への意
欲付けを意識させる。 

・２学期の目標にも着目させ
る。 

 
 

・タブレ

ット（ア

ン ケ ー

ト） 

 

・「なりたい自分」に

向けて自らの目

標を意思決定し、

実践方法を考え

ることができる。 

【ワークシート】 

（思考・判断・表現） 

展開 
２５ 
分 
 
さぐる 
 
 
 
見つけ 
る 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
伝える  

2. さぐる 
２学期の目標を
踏まえ、学習発表
会に向けて「なり
たい自分」につい
て考える。 

 
3. 見つける 

「なりたい自分」
に近づくために、
どのような目標
にすればよいか
を考える。 

・リコーダーをが
んばる 

・大きな声で歌う 
 
4. 伝える 

お互いに伝え合
い、さらにどうす
れば目標に近づ
けるのかを話し
合う。 

 ・毎日練習する 
 ・相手に聞こえる声

の大きさで発表
する。 

・学習発表会に向けて、「なり
たい自分」のイメージがで
きない児童には、学習発表
の活動内容を提示して、具
体的にイメージさせる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・グループでの話合いの前
に、ロイロで今の自分を振
り返らせる。 

・自分の意見がもてない児童
に対してはアドバイスをす
るように声かけをする。 

 
 
 

・タブレ

ット 

・ワーク

シート 

終末 
１５ 
分 
 
決める 
 
 
 
振 り 返
り 

5. 決める 
「なりたい自分」
への目標を達成
するために、がん
ばることを決め、
ワークシートに
記入する。 
 

6. 振り返り 
 
 
 

・目標を立てることが難しい
児童には個別に声かけをす
る。 

 
 
 
 
・「なりたい自分」の目標を立
てることができたか、自分
の考えを伝えたり、相手の
意見を受け入れたりするこ
とができたか、次はどうし
たいかなどの視点で振り返
りをさせる。 

・ワーク

シート 

・タブレ

ット 

なりたい自分になるための方法を見つけよう。 
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10  事後の活動 

児童の活動 指導上の留意点 
評価規準 

【観点】（評価方法） 

・自分の立てた目標   

 や実践方法につ

いて振り返る。 

・友達同士で実践を

確認し合う。 

・事後に実践を振り返る機会

を毎週末に設定する。また、

必要に応じて新たな目標や

実践方法を考えるように助

言する。 

・友達と励まし合いながら、意思決

定した目標に粘る強く取り組み、

これからの自分に必要なことを

適切に判断しながら、進んで実践

している。 

【行動観察】（主体的に学習に取り

組む態度） 

 

11 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 座席表（省略） 
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12. 活用資料 

 

先生から 

 

１  これから第（   ）回 学級会を始めます。よろしくお願いします。 

２  今日の司会は「    」、副司会は「   」さん、黒板は「    」さんです。よろしくおねがいします。 

３  今日の議題は「                          」です。 

４  提案理由は「                           」です。 

５  決まっていることは「       」と「       」です。 

６  今日の話し合いのめあては、「                                   」です。 

   めあてが達成できるような話し合いにしましょう。 

７  今日話し合うことは、 

 

 はじめに、           から話し合います。時間は（   ）分の予定です。 

  

 

 

 

     

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

８ 先生の話です。先生、お願いします。 

９ これで、第（   ）回 学級会を終わります。 

 

 

 

【出し合う】 

●まず、意見を出し合いましょう。意見を発表してください。 

【比べ合う】 

●次に、意見を比べ合いましょう。黒板の意見をよく見て発表してください。 

・（      ）について質問はありませんか。 

・（      ）という意見が出ていますが、みなさん、どう思いますか。 

・（      ）と （      ）をまとめることはできませんか。 

・（   ）については、あまり意見が出ていません。（   ）についての意見はありませんか。 

【まとめる】 

・（   ）と （   ）では（   ）のほうが、賛成が多いので、（   ）に決めてもいいですか。 

・みなさんの意見を聞いていると、（   ）に意見がまとまってきているようです。（   ）に 

決めてもいいですか。 

●それでは、（      ）に決定します。 

 

★ 提案理由や決まっていることを意識して話し合いを進めましょう。 

★ できるだけ多くの人の意見を聞きながら進めましょう。 

学級会の進め方マニュアル（高学年） 
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第
だい

  回
かい

 学級会
がっきゅうかい

ノート      

月
がつ

   日
にち

（   ） 

年
ねん

   組
くみ

   番
ばん

 名前
な ま え

（                      ） 

議題
ぎ だ い

 
 

提案
ていあん

理由
り ゆ う

 
 

決
き

まって

いること 

 

話
はな

し合
あ

い

のめあて 

 

司会
し か い

グル

ープ 

司会
し か い

  黒板
こくばん

記録
き ろ く

  

 

話
はな

し合
あ

うこと 自分
じ ぶ ん

の意見
い け ん

（理由
り ゆ う

を入
い

れて書
か

く） 

① 

 

 

② 

 

 

 

決
き

まったこと 

 

 

★振り返り★ 

☆提案理由やめあてを意識できた。 ◎   ○   △ 

☆自分の意見に理由をつけて言えた。 ◎   ○   △ 

☆友達の意見を聞いて ◎   ○   △ 

☆決まったことやこれからの取組が分かりましたか ◎   ○   △ 

 

 

 
 
 
 
 

☆感想（自分が頑張り 友達の頑張り 決まったこと 自分の役割 これから頑張りたいことなど） 

記入して印刷でも自分で記

入でも可。 

 

発達段階に応じて使い分ける 

振り返りの項目は自分たち

で考える。 
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13. 研究同人 

 

（個人情報保護のため省略） 


